
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

天領天草の商業と問屋

宮本, 又次
九州大学九州文化史研究所

https://doi.org/10.15017/7174319

出版情報：九州文化史研究所紀要. 2, pp.70-95, 1952-03. KYUSHU BUNKASHI KENKYUSHO, KYUSHU
UNIVERSITY
バージョン：
権利関係：



空
換
の
必
要
は
拇
人
と
柚
人
の
間
か
ら
ま
ず
起
り
易
い
c

小
坦
地
の
米

委
池
偲
は
却
つ
て
永
く
自
給
自
足
の
日
然
網
洒
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
山
間

部
と
海
濱
部
の
人
々
は
割
合
に
早
く
か
ら
交
易
の
必
要
を
成
じ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
（
拙
送
、
日
本
近
世
問
殿
制
の
研
究
、
九
巳
天
草
に
於
て
は
、
占
々
だ

る
も
の
は
海
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
黄
金
の
波
を
襟
わ
せ
る
で
あ
ら
う
水
田

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
竺

r満
の
差
の
劇
し
い
沿
岸
に
潮
甜
を
作
っ
て
僅

か
な
水
田
が
小
流
の
末
端
に
螢
な
ま
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
侵
蝕
谷
に

沿
つ
て
樹
枝
朕
に
山
地
に
這
い

L
つ
て
い
ろ
栢
田
を
見
る
に
す
苔
ず
、
僅

か
な
神
積
地
は
志
岐
・
一
町
田
•
本
渡
町
近
傍
に
見
ら
れ
る
の
ム
で
あ

る
。
温
曖
な
南
向
き
の
丘
陵
＄
え
廿
諸
畑
で
覆
わ
れ
て
い
る
天
草
の
地
味

が
磋
角
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
う
な
す
け
る
で
あ
ら
う
。
し
か
も
貫
品

不
相
應
の
多
人
敷
」
こ
休
る
人
々
を
も
つ
て
、
天
草
は
知
ら
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
所
は
案
外
に
交
易
を
必
要
と
す
ろ
。
悔
洋

i
り
の
連
断
性
、
政
治

的
な
特
異
性
は
他
地
方
か
ら
の
来
住
を
阻
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
と

い
つ
て
本
＋
か
ら
辿
く
は
な
れ
た
全
く
の
離
島
で
は
な
い
。

0
明
の
両
は

静
か
で
、
肥
後
と
の
交
通
を
容
易
に
し
て
い
た
ー
、
長
飴
と
の
往
来
も
頻
酪

は

し

天
領
天
草
の
商
業
と
間
屋

が

ぎ

天

領

天

収

の

で
あ
っ
た

か
く
て
各
地
各
浦
に
は
間
屋
の
疲
逹
が
あ
り
、
特
許
的
地
位

を
も
つ
牡
櫂
的
な
浦
間
屋
・
山
ガ
間
旱
が
仔
在
し
た
。
以
下
、

夭
草
に
於
げ
る
交
易
と
間
屋
の
業
態
に
つ
い
て
史
料
の
整
埋
を
な
し
、
大

臆
の
状
況
を
窺
う
こ
と
に
し
た
い
。

大
領
尺
草
の
町
制
と
町
人
身
分

天
吉
ェ
の
地
方
に
於
て
は
庄
屋
・
年
寄
・
百
姓
代
が
あ
り
、

庄
垣
の
上
に
大

庄
屋
が
あ
っ
た
玉
へ
草
の
所
謂
了
卜
糾
卜
人
』
の
大
庄
屋
で
あ
る
。
寛
永
平
閲

鈴
木
ボ
成
代
官
に
よ
つ
て
設
闘
古
い
た
も
の
で
あ
ろ
。
し
か
し
大
叶
屋
は

い
た
ず
ら
に
民
政
を
繁
糾
な
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
、
全
國
の
大
庄
屋
を

廣
止
＄
せ
、

な
っ
た
。

た
ゞ
事
情
や
む
な
き
所
に
の
み
こ
れ
を
存
紺
苔
せ
る
こ
と
に

こ
＼
で
人
酋
↑
の
9
卜
組
十
人
」
の
大
庄
屋
も
代
官
竹
村
太
郎
左
衛

門
支
州
lll
一
時
倅
止
＇
）
心
れ
た
。

宮

．
 
ヽ

商

業

と

問

屋

本

け
れ
ど
も
人
草
は
切
支
丹
騒
動
以
来
他
國

か
ら
の
人
込
も
多
く
、
浪
人
の
移
仕
取
細
、
そ
れ
に
異
國
船
の
来
航
・
監
視

等
、
大
庄
屋
な
し
に
は
能
わ
な
い
Q

て
HJJ
和
し
年
サ
ill
字
を
培
し
＇
叶
さ
れ
、

そ
こ
で
翌
四
年
に
復
活
＄
肛
、

寛
政
八
年
に
は
閤
刀
御
免
、

文
化
二
年
以
後
は
そ
の
嗣
子
に
も
背
字
需

J
Jを
叶
n
Iキ
~
れ
て
い
る
。

又
七
〇

次

力ヽ
＜

次
い
で
天
領

こ
う
し
た



犬
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

そ
の
任

七

こ
れ
は
要
注
総
者
な
の
で
あ
ろ

天
草
の
庄
屋
は
（
一
）
布
逹
の
諭
告
（
二
）
年
貨
の
徽
牧
？
ご
一
般
賢

察
事
務
（
四
）
訴
泌
及
不
動
廂
四
買
・
質
入
、
伶
錢
貸
伯
府
に
尉
す
る
奥

書
つ
九
）
村
内
帳
簿
の
整
理
（
六
）
風
俗
の
取
締
て
し
）
勧
業
（
八
）
憮

悼

(IL)
罰
―
示
門
の
取
締
を
職
務
と
し
て
い
た
。
庄
屋
の
俸
給
は
（
こ
一

分
給

(
1
-
)
4
―-
H
夫
三
〗
除
池
及
公
役
免
除
で
あ
っ
た
。
一
分
給
と
は

高
百
石
に
到
し
て
米
一
石
宛
を
給
輿
さ
れ
た
も
の
を
い
い
、
三
い
夫
と
は

村
内
各
戸
か
ら
一
ヶ
年
三
日
宛
の
夫
役
を
徽
装
し
得
る
こ
と
、
除
地
は
寛

水
十
八
年
以
来
、
庄
屋
上
田
五
畝
歩
、
大
庄
屋
同
二
反
歩
の
免
除
を
い

う
。
公
役
免
除
と
は
今
の
町
村
院
に
嘗
る
も
の
は
一
切
こ
れ
を
免
除
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
庄
屋
ぱ
郡
内
に
七
十
六
人
で
、
大
迅
・
高
戸
は
大
庄
屋

の
兼
楷
と
＄
れ
、
富
岡
町
庄
届
は
大
庄
屋
格
、
同
年
寄
は
庄
屋
棺
と
＄
れ

天
草

て
い
た
。
主
屋
の
自
宅
を
以
て
村
役
場
的
な
も
の
に
し
て
い
た
こ
と
は
今

に
い
た
っ
て
も
庄
屋
役
宅
を
役
座
と
稲
し
て
い
る
の
で
も
判
る
。
大
庄
屋

に
は
『
組
筆
者
」
へ
庄
屋
に
は
『
村
筆
者
』
と
稲
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、

で
は
之
を
訛
つ
て
『
フ
シ
ャ
』
と
い
っ
た
。

か
つ
て
富
岡
陣
届
下
悔
庁
に
郡
中
年
貞
米
寄
蔽
を
設
置
し
た
時
、
稲
附

に
上
申
し
て
郡
内
百
姓
の
中
、
一
人
が
こ
れ
に
詰
め
、
専
ら
そ
の
俣
管
に
常

っ
た
。
こ
れ
を
蔵
元
と
い
っ
た
。
然
る
に
犬
明
の
初
め
、
志
岐
村
出
身
の

蔵
元
林
蔵
な
る
も
JJ
が
稀
々
横
暴
を
極
め
た
の
で
、
遂
に
百
姓
一
揆
を
吟

疲
ず
る
に
至
り
、
以
来
大
庄
屋
一
ー
名
宛
一
ヶ
月
交
替
に
て
、
を
の
任
に
常
る

こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
月
替
り
に
不
便
で
あ
っ
た
か
ら
、
天
明

六
年
以
後
各
大
庄
屋
が
一
ヶ
年
各
主
屋
が
ム
ヶ
月
伽
に
突
替
し
、

に
賞
っ
た
そ
れ
か
ら
郡
會
所
と
梢
入
7

ら
れ
、
次
第
に
年
貨
米
の
保
管
に

止
夜
ら
ぷ
、
各
月
~
代
官
所
と
の
間
に
い
け
る
一
般
民
政
上
の
中
撒
機
闊

と
な
り
、
寛
政
年
代
に
は
女
っ
た
く
中
織
機
刷
と
な
つ
て
し
吐
っ
た
。
各

村
の
出
来
市
に
し
て
庄
屋
・
大
王
屋
の
手
で
解
決
ご
れ
ざ
る
も
の
は
穂
ベ

て
郡
會
所
に
持
用
さ
れ
た
。
い
わ
ば
郡
會
所
は
犬
領
人
草
に
於
け
る
最
高

の
自
治
機
刷
で
、
船
府
か
ら
代
官
所
を
迎
じ
て
下
逹
)
3
れ
る
布
告
躙
逹

は
、
悉
く
こ
の
郡
翁
所
よ
り
各
大
庄
屋
・
庄
屋
を
純
て
逍
逹
さ
れ
た
も
の

だ
。
天
領
天
草
の
地
に
は
、
各
村
に
邸
侍
・
地
侍
や
式
士
身
分
の
存
在
す

る
こ
と
な
く
、
こ
の
貼
、
対
馬
と
は
ま
る
で
違
っ
て
い
た
。

も
富
岡
も
亦
地
方
の
村
熟
と
特
異
な
る
制
度
を
と
つ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
Q

富
岡
町
柳
業
紺
合
所
蔵
の
「
肥
後
國
大
草
郡
富
岡
町
明
細
帳
」
（
元
緑
十
四

年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、

を
の
家
敷
は
『
二
百
．
―
-
拾
一
一
軒
、
内
二
百
二
十
軒
は

本
役
術
、
内
任
十
几
人
分
は
本
百
姓
、
七
十
人
分
は
畑
作
り
、
六
十
壼
人

は
無
高
百
如
、
百
拾
二
人
は
漁
師
忙
と
な
っ
て
い
る
。
又
同
所
架
蔵
の
「
寛

延
ー
一
年
三
月
富
岡
町
明
細
帳
」
に
よ
る
と

か
一
、
人
敷
、

F
九
百
十
―
―
一
人
、
内
男
、
九
百
六
十
五
人
、
女
、
九
百
四
十
八
人
、
但
輯
宗

寺
並
山
伏
妻
子
之
儀
は
此
人
藪
に
相
加
わ

n居
巾
餃
゜

1

、
家
敷
、
一
1

一百七十・―
I

二
町
、
内
一
一
占
六
十
九
師
町
家
、
百
四
軒
油
師
家
、
屋
敷
ヶ
所

敷
、
一
一
百
八
十
四
ヶ
所
牛
内
二
百
四
十
四
ヶ
所
牛
町
ケ
所
、
四
十
ケ
所
漁
師
ヶ
所
』

と
あ
る
J

又
切
支
丹
狐
族
之
者
と
し
て
一
巧
白
十
人
、
内
男
二
百
一
―
-
+
-

人
、
女
ヒ
十
九
人
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

犬
草
に
於
て
町
制
を
布
い
て
い
た
の
は
窪
岡
だ
け
で
あ
っ
た
。

‘‘
 
し
カ



]
二
年
の
期
細
帳
に
は
『
ド
方
よ
り
願
事
筈
仕
候
節
は
、

内
証
に
而
町
役
人

あ
れ
ば
、
一
々
こ
の
玄
閲
に
相

F
方
を
呼
出
ー

f
説
得
ー
た
嘉
叩
褐
の
寛
延

公
務
を
見
、

表
に
は
玄
刷
を
か
吐
え
て
、

裁
ぎ
に
用
い
、

も
し
町
じ
紛
絨

な
:
町
役
人
以
下
の
給
料
手
裳
に
つ
い
て
は
、
削
掲
の
元
緑
十
四
年
の

附
細
帳
に
よ
れ
ば
『
一
、
米
壼
石
九
斗
丘
升
、
庄
屋
壼
人
分
給
俸
、
一
、
高

拾
喜
九
斗
四
升
壼
合
、
年
寄
庄
屋
役
四
。
是
は
寛
文
十
二
子
年
小
川
藤

ど
は
も
と
よ
り
、
此
細
な
む
つ
れ
事
は
大
ガ
そ
の
手
を
以
て
調
伶
占
岬
！
‘

即
ら
日
[L
を
役
〔
t
と
ー
て
一
切
の

敢
て
役
所
の
手
を
煩
わ
さ
な
か
っ
た
。

（
以
上
、
主
と
し
て
松
田
唯
雄
、
天
領
統
治
職
制
考
、
新
間
所
載
。
元
田
重
雄
、

玲
ク
職
制
概
要
、
天
沿
史
淡
、
八
、
に
よ
る
）

町
年
寮
は
町
方
の
こ
と
百
般
に
賞
っ
た
＇

町
内
の
取
極
め
、

取
締
り
な
た
。
百
姓
代
は
町
民
の
代
表
者
で
、

天
領
天

町
役
人
の
私
利
私
仙
を
岡
皿
祝
し
た
。

年
寄
支
配
仕
似
F

』
と
あ
り
、

仕
候
，
』
と
あ
る
。

行
nJ
は
月
々
の
諮
事
世
話
掛
で
、

肝
煎
と
共
に
町
役
人
の
補
佐
役
で
あ
っ

又
i

「
.
、

贔
岡
町
地
力
之
儀
は
町
庄
屋
支
配

ら
し
い
。
前
掲
の
寛
娯
．
：
年
の
明
細
鮫
に
は
r

「.、

い
岡
町
人
之
依
は
町

人
の
下
役
で
、

を
常
と
し
た
。
月

際
し
て
は
、
鉦
々
仏
の
内
札
に
町
庄
屋
と
辿
署
捺
印
ず
る

月
行
司
と
共
に
布
逹
に
努
力
し
、

町
方
上
納
米
の
蔽
納
に

輛
し
た
と
も
い
え
な
い
3

雨
i

色
用
々
相
主
つ
て
町
政
を
闘
滑
に
し
て
い
た

梱
村
の
年
寄
に
嘗
る
も
の
を
、

富
岡
で
は
符
に
肝
煎
と
い
っ
た
。

町
役

束
手
形
の
餐
行
は
依
然
と
し
て
町
年
寄
の
手
に
あ
っ
た
か
ら
、

地
位
が
逆

っ
た
。

史
に
後
期
に
な
る
と
町
庄
犀
が
大
庄
屋
棺
と
な
り
、
町

年
寄
が
芹
居
棺
と
な
っ
て
い
る
り

し
か
ー
鄭
村
の
大
生
屋
の
特
櫂
た
ろ
往

て
も
、

柏
式
か
ら
云
つ
て
も
党
々
た
る
も
の
で
、

荒
木
家
の
世
襲
で
あ

し
た
所
で
あ
る
。

所
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
。

従
っ
て
冨
岡
の
町
庄
屋
は
其
の
桃
力
か
ら
見

代
中
期
に
な
っ
て
町
庄
屋
が
現
わ
れ
て
来
、

雨
者
そ
の
介
を
持
し
て
面
立
各
村
か
ら
往
来
す
る
大
庄
屋
・
小
庄
屋
と
の
折
衝
を
初
め
、

役
所
や
郡
會

恐
ら
く
町
年
寄
が
主
と
し
イ
行
政
を
や
っ
て
い
た
椋
で
あ
る
が
、

江
戸
時

を
特
に
二
町
役
人
し
と
梱

L
て
い
た
。

町
年
斉
•
町
止
尾
で
あ
る
。
初
め
は

冨
岡
の
町
年
寄
が
町
方
全
般
の
げ
政
・
・
法
の
こ
と
を
な
し
た

し
、
町
庄
屋
は
そ
の
大
局
を
統
べ
て
専
ら
外
交
の
衝
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

の
に
劉

こ
の
大
草
陣
屋
の
所
在
地
た
る
富
岡
町
で
は
地
方
二
役
に
あ
た
る
も
の

嗅
で
あ
っ
て
、

岡
部
・
村
川
・
高
嶋
・
鶴
田
家
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。

一
年
明
細
帳
）
と
な
っ
て
い
ろ
。

以
上
の
格
式
を
も
ち
、

俸
給
も
殆
い
と
大
庄
屋
給
で
あ
っ
た
。

多
く
は
世

目
百
八
卜
間
村
（
片
側
は
漁
帥
町
）
新
町
、

．． 
1

白
|
間
程
盆
嵐
町
ま
で
〗
）
」
雀
延
椛
威
た
る
や
、
相
嘗
な
も
の
で
、
あ
る
い
は
『
別
嘗
榛
』
と
尊
稲
さ
れ
、

庄
屋

丁
目
八
卜
じ
間
程
、

三
丁
目
五
―
]
卜
冗
間
程
、

四
J
H九
卜
間
屈

q
h
.
J

役
所
え
申
上
候
』
と
記
i'

ぎ
れ
て
い
る
J

さ
れ
ば
町
方
に
於
け
る
町
年
寄
の

―
町
程
と
あ
り
、

『
内
ド
船
津
町
八
|
間
程
、

•
←r
目
J
L
ト
し
間
程
、

に
も
下
方
に
而
取
斗
儀
難
成
候
節
は
、

隣
分
吟
味
を
逐
げ
、

占
附
を
以
御

う
。
富
岡
町
は
い
士
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
細
長
い
町
で
長
卜
四
町
余
、
横
申
立
會
取
斗
申
似
、

品
々
に
よ
り
御
内
意
を
詰
申
付
候
も
御
座
候
、

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

七

何
分



な
お
、

富
岡
に
於
け
る
商
工
業
者
の
敷
は
前
掲
の
元
緑
十
四
年
の
明
細

帳
に
よ
れ
ば
『
大
エ
ト
―
子
一
人
二
内
十
一
人
家
大
じ
、
一
人
船
大
主
）
、
鍛
冶
二

人
（
鍬
鍛
冶
）
、
木
挽
一
人
、
酒
屋
は
十
六
軒
で
、
造
洒
高
が
定
ま
っ
て

い
る
。
大
坂
屋
・
元
判
屋
・
肥
後
屋
・
木
屋
が
高
の
大
い
も
の
で
あ
っ
た
。

咬
た
糀
屋
（
二
人
）
、
練
屋
（
二
人
）
、
小
間
物
一
商
人
（
八
人
）
、
木
葉
屋
（
一

人
）
、
油
屋
（
一
人
）
、
塗
師
屋
（
一
人
）
で
あ
ろ
。
然
る
に
寛
延
三
年
の
明

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

罷
成
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

辮

指

藤
左
衛
門
』

七―――

月

行

司

清
四
郎

肝

煎

忠
次
平

筆

者

五
郎
兵
印

山
方
間
屋

泄
兵
浙

同

安
＝
一
郎

同

一
郎
右
衛
門

浦

問

屋

兵
左
南
門

又
使
雷
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
毎
月
二
人
宛
、

一
鼈
よ
り
一
人
づ
つ
、

道

俊

｀
一
、
田
八
反
―
-
+
＝
＝
歩
町
年
寄
町
庄
屋
四
人
給
田

此
分
米
拾
一
石
九
斗
四
升
一
合

右
は
先
年
よ
り
町
役
人
四
人
為
給
田
、
一
人
に
二
段
六
歩
宛
無
年
貢
に
被
仰
付
来
り
候

虞
、
竹
村
太
郎
左
衛
門
様
御
代
官
之
節
よ
り
、
御
年
貢
並
御
口
木
江
戸
御
雑
用
高
掛
lJ
百

姓
並
に
相
勤
申
候
、
尤
町
入
用
之
儀
は
米
銀
共
相
除
り
申
佃

一

、

高

十

一

石

九

斗

六

升

四

合

町

役

人

持

高

是
は
町
諸
入
用
米
銀
共
に
相
除
り
申
餃

一

、

米

一

石

七

斗

六

升

庄

厖

一

分

給

是
は
地
子
高
並
に
御
蔵
床
町
役
人
持
屈
除
之
割
合
申
餃

一
、
銀
八
十
七
匁
五
分
一
ヶ
年
分
筆
者
一
人
給

一

、

銀

百

目

同

月

行

司

給

一

、

米

八

斗

同

肝

煎

給

一
、
郡
中
之
取
次
役
御
蔽
之
給
銀
一
ヶ
年
に
銀
五
百
六
拾
六
匁
六
分
六
厘
、
外
に
筆
墨
代

六
拾
六
匁
六
分
六
厘
、
並
に
御
蔵
香
一
一
人
一
ヶ
年
に
貸
銀
一
人
に
附
丁
錢
七
貰
六
百
文

宛
、
外
に
扶
持
ネ
一
人
一
日
に
七
合
五
勺
宛
、
右
何
れ
も
郡
中
よ
lJ
相
渡
申
候
巳

同

岩

井

屋

角

右

衛

門

八
代
屋

助
民
衛

米

屋

安

右

衛

門

山
方
間
屋
・
油
問
屋
・
御
出
入
町
人
窮
で
あ
る
。

ま
た
涵
岡
町
に
於
て
は
嵐
延
頃
、

判
る
，

人、

一
、
線
香
屋
一
人
、

.
 ヽ

ーミ

ヽ

左

.
 ヽ

左
兵
衛
門
殿
御
支
配
之
節
よ
り
年
寄
庄
屋
四
人
役
田
に
御
定
被
下
年
々
御

免
定
之
上

H
損
風
損
之
引
高
に
被
仰
付
候
』
と
あ
る
。
又
前
出
の
寛
延
三

年
の
も
の
に
よ
れ
ば
次
の
如
く
誌
さ
れ
て
い
る
。

樋
屋
四
人
、

一
、
宝
が
大
上
五
人
、

鍛
治
届

1

人
、
一
、
紺
犀
一
一
人
、

官
四
人
、
一
、
茅
屋
葺
六
人
と
あ
る
。
町
方
と
は
い
い
條
、
な
お
農
耕
的
・

曲
撒
的
な
哭
者
が
多
く
、
商
上
の
敷
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
か
っ
た
こ
と
が

町
役
人
以
卜
牡
殊
な
る
町
人
身
分
の

も
の
と
し
て
次
の
如
き
も
の
が
い
た
。
（
寛
延
一
1

年
期
細
帳
面
即
ち
掛
屋
・

郡
中
掛
屋
役

御
出
入
町
人

御
出
入
査
師

一
、
船
大

t
一
人
、

外
療
一
人
、

一
、
糀
岸
三
人
、

一
、
小
間
物
一
商
人
卜
九
人
、

．
 
ヽ

木
葉
屋
二
人
、

ヽ

一
、
棺
物
師
一
人
、

~‘~ 

ヽ

細
帳
に
よ
れ
ば
「
一
、
酒
屋
卜
六
軒
、

椅
者
一
人
、

一
、
港
師
一
人
、

一
、
油
屋
―
―

．
 

ヽ

但
去
じ
造
高
百
六
十
石
程
。



浦
．
御
領
浦
•
佐
伊
津
浦
ぶ
但
舟
原
油
の
ヒ
ヶ
所
で
あ
っ
た
。

ヽ
り
"＂J 
に
至
し
た
。

四
代
の
裔
で
あ
っ
た
。

き、

郡
中
携
指
総
元
締
を
指
令
、

即
ち
揖
指
藤
左
衛
門
は
も
と
志
岐
村
か
ら
い
で
、

嘗
代
に
至
り
志
餃
よ
り
似
岡
に
進
出
、

こ
れ
を
管
せ
し
め
た
が
、

、07。

↓ヽ'
>
 

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

町
役
人
、
掛
屋
・
朔
指
・
山
方
間
屋
・
油
胴
岸
・
御
出
入
町
人
・
賢
者
の
名
替

の
時
に
は
役
所
へ
屑
出
で
る
こ
と
を
要
し
た
。
其
外
の
卜
役
は
不
要
で
あ

っ
た
。
山
方
間
屋
・
浦
問
屋
・
朔
指
役
怜
の
時
は
『
人
柄
等
見
極
め
御
役
所

え
御
頼
印
上
候
』
と
あ
り
、
そ
れ
以
下
の
も
の
は
不
要
で
あ
っ
た
。
そ
の

中
『
掛
屋
」
は
元
判
屋
と
楢
し
て
、
明
暦
一
一
一
年
二
代
鈴
木
代
官
の
時
代
に

創
設
＄
れ
た
も
の
で
あ
る
。
租
税
に
穀
納
以
外
の
叙
納
が
相
嘗
あ
り
、
恰
か

も
賞
時
は
悪
貨
の
流
辿
が
あ
っ
た
り
で
、
正
貨
を
饂
別
し
て
徽
牧
す
る
必

要
上
、
そ
の
方
面
に
純
腕
を
什
し
、
且
つ
相
嘗
に
査
力
あ
る
も
の
を
撰
ん

『
掛
屋
』
が
こ
れ
で
、
郡
内
の
翁
納
を
鑑
別
徽

で
こ
い
に
賞
ら
し
め
た
。

牧
し
て
、
幕
府
に
納
め
た
が
、
若
干
の
手
敷
料
を
う
け
た
。
明
麻
三
什
こ

れ
を
創
始
し
た
時
に
は
が
都
出
身
の
町
年
寄
本
し
力
衛
門
か
之
に
賞
り
、
後

富
岡
町
年
奇
藤
太
郎
・
同
町
松
屋
長
右
衛
門
、
向
領
村
小
山
油
四
郎
、
石

本
勝
之
歴
、
佐
併
津
村
岡
村
祐
七
等
が
歴
任
し
た
ら
し
い
。
寛
延
三
年
の

明
細
帳
で
は
、
郡
中
掛
屋
役
ご
し
て
米
玉
安
右
術
門
の
名
が
畢
げ
ら
れ
て

（
元
田
重
雄
、
天
領
天
草
の
職
制
概
要
、
・
天
草
史
淡
、
第
一
．
巻
二
誂
）

又
『
辮
指
』
は
網
元
・
樵
業
厄
細
め
、
の
こ
と
・
¥
）
あ
る
。

の
七
浦
を
お
げ
て
、
浦
方
運
卜
を
制
定
し
、

正
俣
．
i

年
郡
中

各
叩
に
辮
拓
一
名
磁
を
置

こ
れ
は
富
岡
油
・
牛
深
油
・
舶
津
油
・
ニ
江

後
、
享
保
几
年

富
岡
の
朔
指
藤
左
衛
門
を
之
に
推

岡
野
藤
左
衛
門

五
丁
目
船

一ヽ

対

屋

一
、
銀
冶

心：咄S

人

工

壺

人

1

、
牛
馬
七
拾
壺
疋

内

1

，
人
敷
六
百
五
十
五
人

内
本

百

姓

名
子
百
妍

無
高
ホ
呑

帳
」
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

あ
る
。

二、

村

落

の

商

・

エ

人 人~

な
お
山

沖
に
移
仕
し
て
、
朔
指
に
取
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
綽
朔
指
の
中
元
家
の
糾
で

ぁ
を
中
心
は
も
と
家
琥
で
あ
っ
た
。
富
岡
の
陣
屋
か
ら
同
家
が
恰
か
も

街
の
中
程
に
あ
っ
た
た
め
に
か
く
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。

四
八
瓜
、
ご
一
六
頁
）
冨
岡
の
藤
左
衛
門
屋
敷
は
大
坂
基
の
向
い
に
あ
り
、
船
津

（
五
丁
目
一
需
）
に
殿
様
然
た
る
根
城
を
か
ま
え
て
い
た
ら
し
い
。

方
問
屋
・
油
間
屋
に
つ
い
て
は
珀
を
改
め
て
詳
説
し
た
い
。

麻
岡
町
に
於
て
す
ら
而
工
身
分
の
成
立
は
そ
か
ほ
ど
で
も
な
い
3

ま
し

て
各
地
方
の
村
々
に
於
け
る
股
狐
以
外
の
職
業
化
は
い
う
に
足
り
な
い
。

農
村
に
於
け
る
商
品
貨
幣
繹
恰
の
浸
詞
度
は
何
程
で
も
な
か
っ
た
わ
け
で

一
例
と
し
て
：
文
化
元
乍
子
大
江
組
肥
後
國
天
卓
郡
幅
辿
木
旧
細

一
、
家
敷
五
十
一
芝
吋

ま
っ
た

<
n然
純
清
の
ま
ヽ
で
あ
っ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
五
郎
連
木
庄
屋

尾
上
家
文
書
）

-
＝
拾
軒

拾
壺
特

拾

軒

男
―
―
一
百
―
―
―
十
六
人

女

三

百

十

九

人

[

馬

七

十

lE

卜

甚

疋

l

‘

 

一

、

習

者

一
、
大

七
四

（
天
阜
近
代
年
譜
、



た
い
。

家
大
工
戒
人

船
大
工
壺
人

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

砥
石
山
御
運
上
酉
か
卯
迄
七
ヶ
年
季

一
銀
拾
三
匁
五
分

恒茂賑同

次五

松郎郎人

石
炭
山
御
運
上
嘗
卯
か
未
迄
五
ケ
年
季

一
録
八
匁
五
分

燒
物
土
御
運
上
嘗
卯
か
未
迄
五
ヶ
年
季

1・

銀
拾
四
匁
四
分

同

人

木

挽

九

人

梨

子

七

本

都
呂
々
村

酒

井

歳

蔵

蜜

柑

紙

拾

九

本

柿

ハ
拾
四
本

！
 
l
 i
 

茶

四

百

六

株

水
車

卯

十

月

大

汀

し組

| 
！控
： 

！ 

I 

諮
出
上
物
牡
牒
間
諸
稼
其
外
書
ヒ
板

宮
地
村
瓦
、

嘗
時
各
地
に
於
け
る
特
産
物
と
し
て
は
天
保
八
年
の
「
出
産
書
上
帳
」
に

よ
る
と
、
町
山
口
村
産
、
嫌
、
編
川
村
産
、
癒
、
楠
浦
村
鰯
、
石
村
嫌
、
小

大
多
尾
村
節
が
あ
っ
た
位
で
、
を
れ
も
近
國
に
僅
か
出
し
て

少
し
く
時
代
が
ド
が
り
、
緑
末
の
も
の
に
な
る
が
、

農
問
穏
を
諸
運
上
物
と
共
に
渭
上
げ
た
書
類
を
尾
上
家
文
翡
中
に
於
て
偶

砿
連
木
村
庄
屋
尾
上
家
文
ば
）
。
少
し
く
長
文
で
あ

そ
い
を
掲
げ
て
村
落
に
於
け
る
農
間
稼
の
状
況
を
窺
う
一
端
と
し

慶

應

三

年

る
が
、

目
す
る
こ
と
が
出
来

teo

い
る
程
度
で
あ
っ
た
。
（
木
山
文
書
）

米

棉

用

差

渡

1

武
備
八

尺

大
江
組
に
於
け
る

酒

造

冥
銀

拾

式

匁 加

メ
梨

子

拾

五

本

柿

八
拾
本

茶

訳

百

株

櫨
百
五
拾
本
・

桶

師

戒

人

農

具

鍛

冶

壺

人

木

抑

四

人

柏

人

四

人

七
五

正闘善太儀伊
右左
衛衛

三

八七門門助郎

同

人

禍
連
木
村

尾
上
四
方
治

安松長勘市屈奥勺：吉男又

太太次太 之

郎郎助郎郎淑／又松丞助市



f
 桶
師

壼

人

農

具

鍛

冶

壺

人

貞

吉

長

吉

小
賣
酒
屋

壺
軒

清

次

郎

温

泉

壺

ヶ

所

to"
＂ 
札

-
＝
百
戴
拾
本

但

湯

石

無

御

座

帆

役

不

定銀

百

七

拾

七

匁

高

濱

村

上

田

源

太

夫
山

平

長

助

久

太

郎

豊

助
又
右
衛
門

銀

七

匁

四

分

筆

次

郎

燒
物
御
運
上
丑
ふ
卯
迄
三
ケ
年
季

銀

八

拾

目

武

分

同

人

燒
物
土
御
運
上
丑
ふ
申
迄
八
ケ
年
季

農

具

鍛

冶

嗽

人

染

屋

壼

軒

桶

師

噺

人

メ

銀

一
拾
九
匁
五
分

西
嶋
格
左
衛
門

柿

人

爪

人

砥
石
山
御
運
上
寅

Ici酉
迄
八
ヶ
年
季

焼

物

土

粉

役

不

定

一
銀
―
―
―
匁
五
分

西
嶋
格
左
硝
門

家
大
工

一人

不

明

弱 IC! 仲新龍善良兼
三
之之

左
兵 衛
偉／吉吉助吉助平門

小
賣
酒
屋

壺
軒

帆

役

不

定銀
拾
―
―
―
匁

下
沖
深
江
村

西
嶋
格
左
衛
門

嘉
布
面
門

和

市

ー

砥
石
山
飼
運
上
子
ん
辰
迄
五
ヶ
年
季

一

銀

拾

或

匁

五

分

燒
物
士
御
運
上
酉
か
卯
迄
七
ヶ
年
季

一

銀

六

拾

戒

匁

農
具
鍛
冶

柚

人

四

人

壺
人

天
領
天
草
の
商
業
と
間
屋

惣

助

袴次衣安平彦久
郎

兵
四次

助蘭郎蔽郎市八

燒

物

土

粉

役

不

定

一

銀

拾

六

匁

帆

役

不

定銀

四

拾

武

匁

七
六

林

之

助

同 同

伊

野

命

人 人 .jJ 
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小
伊田

床
野村

闘祐恒金

竺八
命

蔵吉郎郎吉



燒
物
土
御
蓮
上
丑
か
戌
迄
拾
ヶ
年
季

砥

石

山

御

連

上

天
領
天
草
の
詢
業
と
間
屋

酒

銀
銀

五
拾
武
匁
充
分

拾
四
匁
五
分

燒
物
糊
運
上
常
卯
か
子
迄
拾
ヶ
年
季

造

冥
銀

五

拾

七

匁

六

分

加

銀

拾

匁

燒

物

士

粉

役

不

定

銀

五
拾
目

漁

方

役

不

定

同

人

上

田

源

太

夫

金

五

上

田

源

太

夫

上

田

源

太

夫

専重森熊力喜博養友藤 £11 種吉吉牛岩

四 之次

蔽太助次松助郎蔵助市松助助作七郎

竪
具
鍛
冶

湯

屋

戒

軒

七
人

船

大

工

拾

人

家

大

工

拾

人

茶

千

五

百

株

櫨

五
百
本

銀

拾

爪

匁

六

分

七
七

儀宇宮膝

太

平市郎吉

市重國熊奥幸太紋安仁． 
太 次太

蔽吉松郎市七市郎郎吉
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郎吉次~郎郎松松郎郎平
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助き 人



左
官

一
人

桶

師

五

人

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

小
間
物
商
人

柚

人

拾

壼

人

五
人

哭

服

商

人

爪

人

薬

種

商

人

壷

人

小

市

斧杉廊梅長

太三兵

七松郎郎衛

消牛；；；房撼

士太

吉七松吉郎

柚

人

四

人

船

大

工

四

人

磯市利甚

太喜太

八郎蔵郎

市秋節代

三五之

郎郎助十

兵喜

太兵

郎衛

冨
―
―
一
郎

家

大

工

七

人

秋又嘉伴杢彦喜

次 久

蔽郎停平平次次

万藤喜六孫由秋春佐辮市

之喜＊ 畠之
助吉門助郎禰板松門 ll}J 助

蜜

柑

戒

拾

本

茶

百

株

櫨

或

拾

本

銀

四

拾

目

漁

方

役

不

定

才

帆

役

不

定銀

武

拾

四

匁

大

江

貞鶴吉村

兵

市助市衛

鹿茂市

助平桧

メ

七
八

力

太

郎

茂
右
衛
門

！ 

La-



天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

メ

木

挽

拾

人

家

大

工

九

人

櫨

三
拾
本

亀

助

次
右
衛
門

庄
右
衛
門

光兵友伴格喜．安岩寅

太 之太

蔵郎吉蔵助郎蔵吉蔵

瓦

燒

壼

人

喜

一

郎

嘗

卯

k

試

稼

石
炭
山
御
運
上
子
が
辰
迄
五
ケ
年
季

1

銀

七

匁

式

分

今

留

村
上

田

敬

之

進

小
賣
酒
屋
四
軒

九と源作

太

十き夫十

農

具

鍛

冶

壼

人

桶

師

五

人

寅

助

喜
左
衛
門

染

吉
吉

内

宿

次

郎

金

兵

衛

メ’

諸
廻
船
附
船
宿

銀

漁

方

役

不

定

屋

根

師

五

人

拾
七
軒

七
九

g 
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四
百
六
拾
五
匁

崎

津

村

喜

六
典

次

郎

伴
左
衛
門

紋

助

不

明

口

左

婿

門

昼

師

査

人

成

助

長島幸辰小兵乙

之
左右
衛衛
太．太

六助門門郎郎松



小

賣

酒

屋

拾

四

軒

鯖
歯
鰹
等
中
買
商
人

天
懺
天
草
0
商
攀
と
問
屋

七
人

米
変
油
鐵
燭
素
麺
等
小
賣
商
人

拾
四
軒

薯嘉梅

太一太
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五
拾
五
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漁

方

役

不

定

右

寄

湯
屋
―
―
一
軒

桶

師

査

人

船
大
工

一人

家

大

工

四

人

小

質

屋

壼

軒

八
〇

亀

次

安

吉

不

明

口

市
荒

市

又萬和

之三

吉助郎
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文

1

郎

磯文熊熊寅又傭政百養オ

之，兵＊四

吉蔵助八市助蔵衛郎郎松



木
挽
桶

師

拾

五

人

八
一 小

田
床
村
庄
屋

伊

野

金

吉

柚

人

戒

拾

五

人

紬

大

工

拾

八

人

下
津
深
江
村
庄
屋

西

船

格

左

衛

門

家
大
工

梨

子

式

拾

戴

本

醐
連
木
村
庄
屎

尾

上

四

方

治

柿

百
四
拾
四
本

―
―
―
拾
五
人

戴
拾
―
1

一
人

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

蜜
柑
爪
千
戒
百
六
株

四
拾
九
本

卯

十

月

茶

右
者
大
江
組
村
々
應
間
賭
稼
其
外
取
調
仕
候
虚
書
面
之
涌
御
附
似

櫨

千

戒

拾

本

ー

温

泉

壼

ヶ

所

湯

屋

互

粁

水

車

或

備

小

質

座

ふ

秤

燒

物

御

蓮

上

銀

五

拾

九

匁

九

分

拾
七
軒

酒

造

冥

加
銀

六

拾

九

匁

六

分

拾
四
岬

小
間
物
商
人

魚
類
中
買
商
人

諸
色
小
賣
商
人

諸
廻
船
附
船
租

七
人

砥

石

山

御

運

上

一

銀

七

拾

八

匁

壼

分

五
人

哭

服

商

人

戒

人

燒

物

土

御

連

上

一

銀

百

七

拾

壺

匁

萱

分

左
官

一
人

薬

種

商

人

壼

軒

石

炭

山

御

運

上

一

銀

拾

五

匁

土

分

小

賣

酒

届

戴

拾

軒

染

屋

壺

軒

帆

役

不

定銀

戴

百

七

拾

六

匁

屋

根

師

五

人

昼

師

壼

人

燒

物

土

粉

役

不

定

一

銀

戴

拾

九

匁

五

分

瓦

燒

を

人

農

具

鍛

冶

拾

爪

人

都
呂
々
村
庄
屋

酒

井

歳

蔵
以
上



即
ち
大
江
糾
だ
け
で
、
幕
末
の
諸
廻
船
附
船
宿
十
七
軒
と
な
つ
て
い
る
。

ど
の
組
に
於
て
も
相
嘗
敷

あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
以
下
こ
う
し
た
問
屋
に
つ
い
て
立
ち
入
れ
る
考

察
を
し
た
い
と
思
う
が
、
そ
れ
に
先
つ
て
他
國
人
の
移
人
と
天
草
よ
り
の

出
所
・
出
稼
・
財
貨
の
移
出
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

吐
ず
他
所
よ

b
天
草
へ
の
移
入
・
来
向
せ
る
船
に
つ
い
て
見
る
に
、
寛

延
三
年
の
前
掲
の
二
炉
岡
町
明
細
帳
」
中
に
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

『
一
、
他
所
者
出
入
吟
味
蓄
付
、
毎
月
相
改
書
附
差
上
印
餞
。

一
、
旅
船
嘗
湊
へ
入
津
仕
、
町
方
に
而
交
賣
仕
候
得
ば
油
問
屋
方
へ
揚
り
、
間
竪
方
よ
り

遠
見
御
番
人
之
往
末
手
形
致
持
参
御
改
を
請
、
町
役
人
方
え
も
巾
屈
交
賣
事
仕
申
低

一
、
他
所
之
者
常
町
へ
致
船
揚
、
商
貿
事
又
は
用
事
有
之
村
方
え
参

n
候
節
は
、
町
役
人

恕
手
形
仕
り
差
通
申
低
、
在
方
え
紬
揚
い
た
し
餃
得
ば
、
其
村
庄
屋
方
よ
り
添
手
形
出
申

候
、
涼
手
形
無
之
忍
揚
之
者
は
、
船
揚
之
村
方
吟
味
仕
村
送
り
に
差
出
し
、
紬
揚
り
の
村

ヽ

移

出

入

と

間

屋

浦
問
屋
・
船
固
屋
・
船
宿
と
栂
さ
れ
る
も
の
は
、

御

役

所

富

岡

大
江
組
大
庄
屋

松

浦

四

郎

兵

衛

崎
津
村
庄
屋吉
田

大

蔵

今
留
村
庄
屋上

田

敬

之

進

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

高
濱
村
庄
局上

田

源

太

夫

大
単
か
ら
出
船
し
た
場
合
、
各
地
に
大
草
間
屋
を
牡
定
し
て
上
い
て
、

（
享
利
元
年
酉
、
浦
方
御
仕
趾
五
人
組
帳
、
上
田
家
文
書
）

て
い
る
。 よ

り
他
國
（
送
り
戻
申
候

一
、
他
所
之
者
嘗
所
へ
致
居
住
渡
世
仕
度
願
候
者
有
之
候
節
は
、
前
々
よ
り
営
所
に
も
度

々
罷
越
心
底
を
も
存
知
、
懐
成
も
の
に
而
町
方
之
勝
手
に
も
相
加
候
も
の
は
、
生
所
之
役

人
方
よ
り
引
越
証
文
取
之
置
候
而
、
御
役
所
え
御
願
申
上
居
住
申
付
候
且
又
嘗
所
之
も
の

他
國
え
引
越
之
願
仕
候
得
ば
、
如
何
椋
之
謁
に
而
引
越
候
哉
様
子
承
屈
、
先
様
役
人
方
よ

り
詰
負
証
文
を
取
、
且
又
御
役
所
（
御
願
申
ヒ
候
而
引
越
証
文
相
渡
申
候
〗

幕
末
の
も
の
と
田
心
わ
れ
る
「
旅
人
旅
船
取
締
廊
郡
中
申
合
害
と
題
す
る

文
書
」
に
は
『
他
國
の
一
商
人
太
物
膳
椀
小
間
物
類
毎
年
貸
曹
（
い
た
し
限
月

に
至
代
錢
調
逹
出
来
兼
混
雑
候
義
間
々
有
之
候
付
自
今
以
後
掛
賣
買
不
相

成
勿
論
行
筈
之
賄
人
入
来
低
節
も
船
揚
之
村
に
而
往
来
手
形
相
改
不
審
之

義
も
無
之
候
は
ば
掛
内
一
切
不
相
成
段
申
聞
承
知
之
も
の
は
通
村
之
儀
前

晰
同
様
取
+
低
様
仕
度
奉
仔
候
州
と
あ
り
、
他
國
賄
人
の
掛
買
買
を
禁
じ
て

い
る
。
ま
た
富
山
賣
躁
商
人
と
封
馬
領
の
田
代
賣
薬
に
つ
い
て
は
『
一
、

他
國
賣
築
は
越
中
富
山
井
対
馬
額
田
代
之
義
は
先
前
よ
り
常
郡
ぇ
宵
弘
来

候
に
付
郡
會
所
虚
大
庄
屋
癖
僭
ぷ
出
徘
徊
為
致
其
余
新
規
貨
薬
之
儀
は
一

切
差
留
候
様
仕
窟
奉
存
候
」
（
戊
十
月
）
（
天
阜
高
等
學
校
蔵
）
し
，
し
て
取
締
つ

又
天
草
よ
り
出
船
す
る
場
合
に
は
『
一
、
諸
商
胃
物
近
國
え
積
廻
し
候

節
は
積
荷
物
圧
屋
年
脊
乳
指
相
改
其
旨
書
付
を
以
大
庄
屋
方
え
申
屈
什
来

手
形
を
取
渡
栂
仕
先
方
西
齢
相
仕
廻
罷
帥
候
節
船
宿
よ
り
人
津
出
船
之
日

限
之
切
手
を
取
致
持
参
大
庄
屋
方
ぇ

AJ
差
出
事
』
と
定
め
ら
が
て
い
る
9

八

一



そ
こ
に
寄
航
す
る
仕
組
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
勿
論
天
草
と
交
通
頻
繁

な
る
地
に
限
ら
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
例
え
ば
安
永
元
年
高
橋
・
川
尻
・
小

島
の
三
ヶ
所
に
天
草
問
屋
を
設
置
し
、

H
田
往
遠
の
辿
絡
に
資
せ
し
め
て

い
る
。
（
天
草
近
代
年
譜
、
一
九
五
頁
）
。
ま
た
茂
木
に
も
大
草
船
が
あ
り
し
如
く
、

従
来
は
伯
家
で
あ
っ
た
が
、
文
化
三
年
に
こ
れ
を
買
入
れ
て
い
る
。
前
掲

の
「
寛
延
三
年
三
月
富
岡
町
明
細
帳
」
に
も
長
崎
に
天
草
船
間
屋
と
し
て

島
原
屋
市
三
郎
が
あ
っ
た
と
と
が
判
る
。
（
天
草
富
岡
懐
古
録
）
。
天
保
五
年
に

，ヽ

こ
と
＼
ー

は
肥
前
茂
木
村
の
橋
ロ
・
森
綺
平
兵
衛
方
を
天
草
船
宿
と
し
て
い
る
。

袋
草
近
代
年
譜
四
―
―
-
0
頁）
c

こ
れ
よ
り
先
、
文
政
十
年
六
月
嘗
節
錢
雨
替
の
利

分
に
迷
い
、
な
お
も
撰
錢
し
、
長
崎
へ
積
送
り
の
風
が
罷
ま
ざ
る
を
も
つ

て
、
こ
れ
が
防
止
策
と
し
て
、
長
崎
の
御
船
岩
氷
伽
十
郎
、
大
黒
町
飯
賓

右
衛
門
方
を
天
草
穂
問
屋
に
申
付
け
、
天
草
船
は
穂
べ
て
こ
の
方
へ
廻
る

正
路
の
取
引
を
さ
せ
て
い
る
っ

諸
荷
物
を
沖
出
し
・
川
下
げ
•
取
揚
げ
に
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
場
所
に

於
て
口
錢
を
取
る
必
要
が
あ
っ
た
。
會
所
・
問
屋
を
建
置
、
諸
荷
物
出
入
の

品
を
定
め
て
出
す
必
要
が
あ
っ
か
の
だ
。
例
>
又
は
細
川
越
中
守
様
御
領
分

八
代
・
高
瀬
．
裔
橋
え
天
草
郡
か
ら
積
廻
し
、
別
彿
ふ
場
合
に
は
以
下
の
如

き
口
錢
を
支
彿
わ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
（
安
政
七
年
戊
閉
七
月
）

．
 

一、米一
1

一
斗
充
升
入
壼
俵
に
付

一
、
種
子
四
斗
入
寧
俵
に
付

一
、
大
豆
―
―
―
斗
五
升
入
壼
俵
に
付

1

、
小
豆
一
＿
一
斗
五
升
入
壼
俵
に
付

一
、
粟
四
斗
入
萱
俵
に
付

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋
．

銀
五
分

同
四
分

t

同
―
―
一
分

同

・
-
1

一分

同
一
―
―
分

あ
っ
た
。

一
、
大
変
四
斗
入
壼
俵
に
付

一
、
空
豆
―
―
―
斗
五
升
入
登
俵
に
付

平
均
五
十
斤
入

一
、
姻
草
志
ほ
り
登
丸
に
付
同
五
分

1

、
延
葉
百
斤
入
壼
丸
付
に
付
同
壺
匁

千
鮒
甕
鯖
千
栴
璽
代
銀
百
目
に
付

鰯
万
引
鮪
鯛
璽
切
―
―
匁
づ
つ

一

、

相

物

但

一

、

圏

代

銀

百

目

に

付

二

匁

一

、

砥

石

代

銀

百

目

に

付

―

―

匁

一
、
材
木
代
銀
百
目
に
付
―
―
匁
五
分

一

、

薪

代

銀

百

目

に

付

登

匁

吐
た
『
右
領
分
に
て
買
入
れ
候
品
々
と
て
も
布
詞
様
辿
上
究
出
申
候
」
と

ま
た
立
花
左
近
照
監
様
領
分
ぇ
天
草
郡
よ
り
積
出
し
到
彿
つ
た
も
の
に

蜀
す
る
運
卜
は
『
何
品
に
而
も
銀
百
目
に
附
銀
二
匁
づ
つ
』
と
な
つ
て
い

た
。
有
馬
中
務
大
輔
榛
御
領
分
に
て
賀
彿
い
し
品
の
日
錢
は
次
の
如
く
で

1

、
志
五
．
斗
入
壼
俵
に
付

一
、
種
子
四
斗
五
升
入
電
俵
に
付

五
嶋
檬
御
領
分
に
て
買
入
れ
た
堕
魚
は
代
銀
百
目
に
付
壺
匁
で
あ
っ

た
。
「
一
、
相
物
類
、
鯨
鮪
鰹
節
銀
百
目
に
付
銀
壼
匁
宛
』
、
松
平
薩
晰
守
様

御
領
分
よ
り
買
入
れ
た
節
は
、
買
主
よ
り
次
の
如
き
運
上
を
と
っ
た
。

一
、
嵩
変
壼
石
に
付

一
，
唐
芋
壼
石
に
付

一
、
米
三
斗
―
―
一
升
入
査
俵
に
付

な
つ
て
い
た
。

I、右同
廠

銀
壺
分
天
雁

同

薗

同

断

銀
三
分
一
1

一厘一――毛

同同同銀 同銀

分分



と
し
て
高
利
貸
資
本
を
蓄
柏
し
、
封
幕
府
へ
の
上
納
の
詰
負
人
と
し
て
、

又
御
用
逹
商
人
と
し
て
豪
幅
と
な
っ
た
も
の
は
少
く
な
い
。
『
島
で
徳
者

は
大
島
様
よ
、
御
領
ぢ
や
石
本
勝
之
烙
様
、
富
岡
町
で
は
大
坂
屋
、
島
子

で
池
田
屋
、
1

一
木
屋
さ
ん
、
直
に
廻
れ
ば
牛
深
の
助
七
様
の
家
作
り
は
、
あ

じ
な
大
工
の
作
り
か
け
、
面
の
中
吐
で
か
け
出
し
て
、
よ
る
び
る
酒
盛
絶
間

な
く
、
そ
れ
で
身
上
は
榮
え
ま
す
」
と
の
他
謡
が
あ
る
位
で
あ
る
。
大
草

に
於
け
る
徳
者
・
銀
主
の
名
を
窺
う
こ
と
が
出
来
よ
う
、
富
岡
町
の
大
坂

屋
は
郡
巾
屈
指
の
銀
主
で
、
而
も
陣
屋
の
御
用
商
人
と
し
て
、
あ
り
余
る

金
櫂
を
擁
し
、
素
睛
ら
し
く
羽
振
り
を
利
か
し
て
い
た
。
町
内
は
も
と
よ

商
工
身
分
の
成
立
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
銀
主

四、

銀

主

と

豪

輻

天
領
天
草
の
商
業
と
間
陛

肥
前
島
原
岬
領
分
ぇ
天
草
郡
よ

b
諸
品
積
廻
し
、
貞
彿
い
し
分
は
何
品

に
よ
ら
ず
運
上
は
塔
出
芯
ら
な
か
つ
た
。
心
尤
閲
屋
口
錢
銀
貞
目
に
付
四
匁
菊

賣
主
よ
り
弟
出
申
候
買
人
物
に
は
都
而
口
錢
差
出
不
申
候
』
又
肥
前
佐
心
只

領
か
ら
人
草
郡
．
へ
漬
廻
し
、
貨
彿
つ
た
分
に
は
呵
品
に
て
も
運
上
を
差
出

さ
な
か
っ
た
。
問
呈
11
岐
の
み
銀
直
目
に
付
銀
五
匁
宛
差
出
し
、
買
入
れ
た

品
に
は
口
錢
を
出
さ
な
か
つ
た
。
肥
前
大
村
領
か
ら
天
草
郡
へ
は
い
る
船

は
無
か
つ
た
如
く
、
諮
少
一
口
錢
等
は
不
明
で
あ
っ
た
。
人
草
郡
と
近
國

の
私
領
と
の
取
引
の
朕
況
を
窺
知
す
る
一
助
と
は
な
る
で
あ
ら
う
。

公
女
永
七
戊
閃
七
月
、
富
岡
町
年
寄
―
―
一
人
大
庄
屋
拾
人
の
名
に
て
、
高
岡
御
役
所
へ
な
せ
る

屈
書
、
中
原
氏
古
書
類
寓
、
木
山
文
書
）

り
役
所
内
に
も
隠
然
た
る
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
も
の
で
、
そ
こ
で
普
通

庄
屋
の
手
を
純
て
卜
納
す
べ
き
年
貞
米
も
、
大
坂
屋
だ
け
は
特
に
役
所
へ

直
納
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
そ
の
卜
納
の
高
も
大

3
<
、
大
坂
屋
一
軒

介
が
都
呂
々
全
村
の
年
貨
米
と
か
け
合
っ
た
と
い
う
J

叩
ち
卜
納
の
嘗

H

は
五
丁
目
の
逍
り
一
っ
ぱ
い
俵
の
山
だ
克
つ
た
と
い
吐
も
他
え
ら
れ
て
い

る
。
（
松
田
唯
雄
、
天
草
富
岡
懐
古
録
、

d-1-
―八且）

御
領
吋
の
石
本
勝
之
衣
家
も
亦
行
名
な
る
糾
主
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十

六
年
八
月
三

H
私
逹
は
同
家
を
訪
ね
、
城
廓
然
と
し
た
同
家
の
奥
座
敷

で
、
そ
の
土
蔵
に
納
め
ら
れ
た
お
び
た
だ
し
い
史
料
を
拝
見
し
て
、
眼
幅
を

得
た
。
石
本
家
よ
御
勘
定
所
岬
用
逹
と
し
て
非
常
な
豪
幅
な
家
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
同
家
の
記
録
を
見
る
と
櫨
質
の
買
集
め
を
し
た
り
、
綿
賓
の
買

集
め
、
櫨
頁
し
ぽ
り
、
嫌
濱
の
網
螢
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
す
こ

ぶ
る
多
角
的
な
継
螢
を
な
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
同
家
は
庄
屋
で
も
大
庄

屋
で
も
な
く
、
元
来
は
た
ゞ
の
普
通
な
る
百
奸
出
身
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
が
新
興
の
豪
幅
と
し
て
勢
力
を
振
る
う
に
全
つ
た
様
て
あ
る
。
石
本

平
兵
衛
と
同
枠
勝
之
丞
が
俯
j
J御
免
を
う
け
、
杖
特
」
々
―
~
人
扶
持
を
下
＄

れ
た
の
は
犬
保
：
•
一
年
卜
ニ
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
窮
民
救
助
の
た

め
作
他
米
中
か
ら
扱
五
百
石
宛
手
形
を
以
て
ヒ
納
し
た
か
ら
で
あ
り
、
な

ち
八
ヶ
年
分
似
四
千
石
の
繰
越
納
を
な
し
て
い
る
。
を
の
御
褒
芙
と
し
て

帯
刀
御
免
御
扶
持
方
三
人
扶
持
と
な
り
し
も
り
で
あ
る
3

（
天
芹
史
談
、
八
細
）

こ
の
平
兵
衛
の
祖
父
平
兵
衛
時
代
か
ら
寄
特
の
行
為
あ
り
、
悽
々
窮
民
の

救
清
に
の
り
出
し
て
い
る
。
な
お
＿
地
方
演
説
屯
口
」
中
に
石
本
平
兵
衛
に
つ

八
四



と
を
品
負
い
、

叉
御
勘
定
刷
仰
用
逹
と
し
て
蔵
来
の
汀
戸
廻
船
に
は
そ
の

石
本
家
汀
幕
末
期
に
は
掛
届
と
し
て
宜
岡
に
閉
什
し
、

w
右
の
も
の
限
、
郡
中
小
作
之
節
難
儀
の
も
の
収
扱
凸
、
令
特
い
た
し
似
ら
り
之
段

（
日
田
郡
代
）
抗
斐
靱
負
よ
り
巾
送
り
餃
由
（
島
原
藩
士
松
平
〉
主
殿
頭
伺
領
所
中
も
な

平
兵
衛
祖
父
平
兵
衛
儀
、
窮
民
為
救

r錢
竺
千
貫
文
芹
出
し
、
常
平
匠
術
儀
は
自
分
貯
穀

い
た
し
、
又
は
百
姓
相
綾
方
に
付
貸
鋒
ど
内
致
捨
方
其
外
難
儀
も
の
共
戚
救
ぴ
、
奇
特
之

取
]
'
ひ
い
た
し
、
掏
褒
花
銀
被

F
候
秤
之
3

も
の
と
攻
申
送

n
有
之
（
長
崎
代
官
病
木
〉
作
右

衛
門
支
配
以
来
も
、
涸
々
以
て
奇
特
筋
心
掛
け
、
一
鉢
孝
心
篤
賓
の
も
の
に
而
、
居
村
は

勿
論
近
郷
迄
も
難
儀
の
も
の
に
は
救
ひ
辛
追
し
，
且
つ
文
政
互
午
年
十
一
一
月
牛
深
村
沖
に
而

唐
船
沈
船
に
相
成
飲
節
、
浮
か
し
ガ
枯
に
唐
人
居
小
展
竹
向
き
等
に
至
る
迄
一
式
引
請

け
、
格
別
心
を
用
訃
低
に
付
＂
勘
定
が
行
（
）
申
上
餃
虐
、
為
御
褒
芋
銀
被
下
、
苗
字
相

名
莱
iJ
映
様
被
渡
餃
も
の
に
御
凡
候

一
、
右
小
川
猜
四
郎
、
石
本
平
兵
衛
、
共
外
打
々
地
綬
人
、
村
役
人
百
妍
．
代
限
り
苗
字

倒
免
之
も
の
、
並
に
掬
賞
美
御
褒
芙
銀
等
被

F
置
飲
も
の
比
、
伺
ぴ
並
に
被
仰
渡
之
趣
等

申
渡
控
糾
叫
渡
し
巾
條

1

、
佐
位
沖
村
面
妍
石
本
平
兵
衛
儀
御
國
恩
為
冥
加
、
不
苦
似
は
ば
窮
民
御
救
ひ
と
し

C

作
徳
籾
と
内
籾
五
百
石
殉
、
年
々
手
船
を
以
て
、
江
戸
表
に
相
廻
し
度
く
、
御
國
之
端
に

も
相
成
仇
は
ば
難
有
本
存
似
旨
串
之
、
去
卯
年
中
願
出
で
餃
に
付
販
調
ぺ
相
伺
び
散
虔
、

富
―
一
月
十
二
日
恨
者
名
代
之
義
、
石
井
源
た
衛
門
相
逹
~
し
似
條
こ
四
國
郡
代
）
材
倉
外
記
へ

名
代
相
頼
か

r
詞
人
）
登
城
有
名
條
に
、
水
野
出
形
守
殿
ょ
IJ
被
仰
上
げ
、
平
兵
御
願
ひ

之
涌
り
上
籾
市
渡
似
間
，
得
其
意
を
可
山
渡
旨
、
土
方
出
裳
守
殿
被
仰
渡
條
に
付
、
平
戻
衡

呼
出
し
巾
渡
し
似
、
則
ち
伺
害
、
被
仰
渡
書
、
同
人
（
申
渡
書
窮
し
、
並
に
諮
柾
文
本
糾

共
引
渡
巾
似
り

手
船
を
も
つ
て
あ
だ
っ
だ
。
同
家
に
は
こ
れ
に
園
す
る
文
苫
多
く
、
立
ち

入
つ
て
研
究
す
る
こ
と
は
意
袋
の
あ
る
こ
と
と
思
う
。
船
持
と
し
て
御
Jil

天
領
犬
雄
の
商
業
と
間
屋

応
同
村
膵
之
丞
事

佐
紐
沖
付
百
妍

石

4.: 

い
て
次
の
如
ぎ
記
緑
が
あ
る
。
ハ
松
田
唯
雄
悲
地
方
演
説
書
、
（
八
夏
東
史
淡
、
九
）

祖
税
牧
納
の
こ

平

兵

術

で
危
る
。

八
五

(
9

天
草
郡
史
料
、
第
一
輯
、

米
の
廻
漕
に
あ
た
っ
た
外
、
「
隠
濱
取
立
帳
]
と
い
う
類
の
古
文
者
も
多

く
、
磯
濱
に
闊
係
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
酒
造
に
も
闊
係
し
て
い
た
如

く
、
三
酒
造
米
勘
定
控
ど
い
う
類
の
古
文
暑
が
姐
る
多
い
。
一
，
＇
銀
貸
帳
ぷ
）

い
う
風
な
鳥
冊
も
お
び
た
だ
し
く
蔵
ご
れ
て
い
る
か
ら
、
貸
附
を
な
し
て

い
た
こ
と
も
判
る
。
ま
た
一
作
徳
取
立
帳
五
い
う
風
な
も
の
も

K
大
な
量

に
上
つ
て
保
存
＇
こ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
で
常
家
が
大
地
、
主
で
あ
っ
た
こ

し
（
が
判
明
す
る
、
『
栢
八
rJ

け
』
・
『
堀
り
分
け
』
と
い
う
風
な
＿
一
種
の
刈
分
け

小
作
・
分
盆
小
什
の
慣
行
が
人
草
に
は
多
か
っ
た
ら
し
い
か
、
こ
の
民
俗

を
窺
い
知
る
上
に
附
恰
好
な
る
史
料
が
多
い
様
で
あ
る
。

[
＇
天
保
四
年
巳

廿
月
、
拇
面
十
潟
山
開
並
開
務
反
別
苫
上
」
を
見
て
も
、
各
村
で
郡

1
油
・

村
砧
の
開
（
開
田
）
が
多
い
に
拘
ら
ず
、
楠
市
村
で
は
石
本
勝
之
侭
が
獨
カ

を
も
つ
て
祈
開
凡
七
町
廿
反
歩
程
を
閲
き
、
御
領
村
こ
も
ハ
本
勝
之
応
が

個
人
で
新
開
凡
在
拾
町
歩
程
を
開
い
て
い
ス
。

研
究
に
砲
い
す
る
と
思
う
、

六
良
、
↓
『
一
一
八
息
）
俵
物
の
集
買
に
つ
い
て
も
、
石
本
家
は
中
心
的
な
立
場
に
あ

り
し
如
く
で
あ
る
。
百
姓
出
身
の
一
商
業
資
本
家
と
し
て
石
本
家
の
研
ぃ
格
は

と
も
か
く
島
で
は
第
一
の
銀
主
で
あ
っ
た
様

高
箔
村
の
庄
犀
上
田
家
も
亦
、
製
陶
業
を
も
つ
て
砥
石
の
採
取
販
腐
を

も
つ
て
致
富
し
た
も
の
ら
し
い
。
（
上
田
宜
珍
饉
）

大
草
に
於
け
る
百
姓
一
揆
は
十
五
回
に
及
＇
バ
で
い
る
か
、
多
く
は
銀
主

の
横
媒
に
封
ず
る
も
の
で
あ
り
、
盆
利
の
引
下
け
を
要
望
し
て
い
る
。
例
え

ば
大
明
七
年
に
は
銀
、
主
助
七
襲
撃
の
直
接
行
動
を
と
り
、
又
寛
政
元
年
に



子
の
先
取
り
が
行
わ
れ
た
も
の
の
如
く
、

賓
質
上
は
頗
る
高
利
と
な
っ
て

山
方
問
屋
は
官
打
山
林
は
も
と
よ
り
、
私
有
山
林
と
雖
も
、
そ
の
立
木

幕
附
令
応
ャ
入
っ
て
定
め
ら
れ
た
が
、

そ
れ
に
於
て
も
種
々
な
る
名
目
で
利

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

れ
て
い
た
で
あ
ら
う
3

傍
外
人
保
十
三
年
に
全
り
廿
任
面
に
つ
含
壼
歩
と

山
方
間
屋
は
油
間
屋
と
共
に
打
殊
な
る
特
計
的
免
許
事
業
で
、
株
制
で

取
氾
可
致
事
』
と
[JL

め
ら
い
て
い
る
が
、
貨
際
は
は
る
か
に
高
利
で
貸
伯
＄

制
考
）

申
渡
し
に
は
『
べ
整
歩
之
鼠
此
後
貸
借
年
八
朱
よ
り
年
壼
割
―
]
介
迄
に
相
極

寛
政
五
作
正
月
の

所
故
都
而
弧
情
に
而
高
利
を
貪
b
條
者
勝
に
て
既
に
去
申
年
百
姓
出
来
方

托
合
之
側
貸
歩
ド
之
儀
被
仰
付
似
得
共
銀
上
共
一
統
に
相
用
不
印
」
と
あ

-
？
利
率
は
晶
令
逍
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

愁
訴
文
中
に
も
口
[U

村
々
瓜
行
共
之
儀
も
貸
方
睾
i

不
善
有
之
似
間
片
邸
之
場

わ
け
で
あ
る
ふ
見
政
六
乍
、
祖
韻
仕
法
疲
布
に
刷
す
る
郡
中
大
庄
屋
庄
屋
の

か
も
〖
仰
者
』
は
粕
る
高
利
を
と
っ
た
力
ら
、

士
地
の
兼
併
が
促
進
ご
れ
た

っ
た
け
れ
ど
も
、

多
く
は
占
屋
・
質
屋
・
萬
屋
な
ど
の
町
人
で
あ
っ
た
。
し

は
銀

t
の
横
船
に
瀾
し
江
戸
表
に
越
訴
ま
で
し
て
い
る
。

に
於
け
る
百
姓
．
；
釈
に
就
て
、
天
草
史
談
、
一
1

、
三
、
1

四
、
一
五
）
『
高
不
相
應
の

多
人
散
』
の
た
め
大
草
一
般
庶
民
の
生
活
固
窮
は
非
常
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
山
野
勝
の
場
所
柄
で
あ
り
、
新
田
の
開
疲
も
容
易
な
ら
ず
、
さ
れ
ば
と

て
特
廂
物
も
な
い
、
僅
か
に
巾
濱
に
於
て
湘
榜
を
な
し
得
る
の
み
で
あ
っ

た
か
ら
、
人
々
の
培
加
と
共
に
次
第
に
そ
の
物
査
の
欠
乏
を
来
し
た
の
は

営
然
で
あ
っ
た
。
促
つ
て
百
姓
か
田
畑
を
質
入
し
、
後

11
訓
限
が
劉
来
す

る
恥
伯
危
の
返
楕
が
出
来
ず
、
遂
に
流
地
と
な
し
、
之
を
質
取
主
の
所
れ

に
移
ー
と
い
う
過
程
を
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
銀
、
王
は
か
く
の
如
き
絆

過
を
と
つ
て
皿
主
と
な
っ
た
も
の
で
、

天
領
犬
草
の
商
業
と
間
屋

（
野
田
敏
行
、
天
草

そ
れ
に
は
庄
屋
・
大
前
百
姓
も
あ

五、

い
た
。
（
寛
政
六
年
仕
法
登
布
に
躁
す
る
愁
訴
き
さ
れ
ば
既
に
人
明
寛
政
頃
『
郡
中

之
御
田
地
三
歩
一
・
一
徳
者
之
も
の
と
相
成
』
る
有
様
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
所

謂
銀
主
・
徳
者
が
如
団
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
判
る
と
思
う
3

こ
う
し
た

銀
主
・
徳
者
に
ぱ
山
方
間
犀
・
浦
間
屋
・
船
宿
・
諸
色
大
間
屋
の
も
の
が
多
か

っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

山
方
間
屋
と
村
ガ
間
呈

天
草
に
は
山
ガ
間
屋
と
油
間
屋
と
が
あ
っ
た
。

す
地
役
人
に
つ
い
て
統
叫
す
る
こ
と
を
要
す
る
、

八

六

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
咬

大
領
人
卓
に
は
『
地
役

人
』
な
る
幕
臣
が
い
た
(
こ
れ
は
手
附
手
代
の
如

v代
官
の
鱒
免
に
際
し

て
、
一
時
休
職
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
と
い
つ
て
随
伴
し
て
、
韓
任
し
た
わ

け
で
も
な
い
。
天
草
に
土
着
し
、
恨
襲
し
て
執
務
せ
る
も
の
で
．
r
}

る
3

こ
八

に
『
迫
見
番
人
』
と
『
山
方
役
人
』
と
か
あ
り
、
・
]
山
者
の
給
米
は
七
石
二
人
扶

枯
、
後
者
の
給
米
ぱ
卜
石
宛
で
あ
っ
た
。
辿
見
番
は
異
國
船
の
兄
加
り
に

雷
り
、
山
方
役
は
御
林
官
山
の
管
理
か
ら
山
林
一
切
の
連
卜
取
立
、
堂
宮

の
管
理
ま
で
司
ど
っ
た
．
も
の
で
あ
る
。
こ
の

Ill
方
役
の
つ
め
て
い
る
山
方

役
所
の
配
下
に
あ
る
間
屋
が
山
方
間
屋
で
あ
り
、
辿
見
番
人
の
遠
見
番
所

配
下
の
間
屋
か
油
問
屋
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
（
松
田
唯
雄
、
天
領
統
治
鵬



を
伐
採
つ
て
、

債
格
敷
r軍
を
臨
検
し
、

て、

こ
れ
を
山
方
役
所
に
報
牛
い
に
及
び
、

あ
る
。

方
演
説
書
（
六
）
天
危
史
設
、
第
二
巻
1

競）

天
領
天
草
の
商
業
t
問
屋

こ
れ
を
心
息
口
（
す
ろ
場
合
、

（
松
田
唯
雄
、
肥
後
國
天
草
郡
地

一
々
視
島
に
立
命
11

つ
て
、

そ
の
間
杵
卜
の
日
錢
を
徽
牧
す
る

こ
よ
つ

•I 

こ
と

事
後
承
諾
を
も
と
め
た
も
の
で

□
肥
後
國
・
人
草
郡
旭

Ji
泊
バ
＂
喩
責
口
に
次
の
如
苔
文
章
が
あ
る
、
山

方
間
犀
の
職
能
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
．
よ
う
Q

呵
1

、
山
方
蓮
上
'
/
]
義
、
其
村
方
間
屋
立
會
ひ
、
山
方
役
、
大
芹
足
相
改
め
、
定
法
を
以
て

運
上
銀
版
立
之
ニ
ヶ
月
分
宛
山
方
役
大
庄
屋
之
内
富
岡
へ
持
参
‘
．
問
屋
小
手
形
に
山
方
役

じ
F

大
庄
陪
什
上
げ
目
録
添
え
差
出
し
、
将
々
勘
定
販
調
べ
銀
子
請
取
り
置
含
‘
逍
而
年
中
販

寸
高
机
芯
謹
付
、
山
方
役
人
よ
り
芹
出
し
似
に
付
相
改
め
御
帳
に
組
入
れ
申
似
、
尤
も
前

々
は
年
中
紙
月
限
り
之
勘
定
差
出
し
来
り
似
虞
巾
低
而
は
御
帳
取
調
べ
及
延
引
に
歓
間

（
島
原
藩
主
松
平
）
主
殿
頭
御
預
所
中
は
｀
削
年
十
二
月
よ
り
其
年
十
1

月
限
り
の
勘
定

只
調
べ
似
由
申
送
り
ン
，
五
十
；
月
中
迄
に
而
は
、
諸
帳
賄
組
が
方
に
差
支
え
候
間
、
前

年
十
一
月
よ
訂
枕
年
十
月
限
り
ゥ
勘
定
為
致
末
り
由
餃
、
則
ち
山
方
蓮
上
収
立
て
定
法
並

に
勤
方
明
細
転
、
且
つ
叉
去
C

人
保
二
年
）
卯
十
一
月
よ
り
嘩
竺
一
月
迄
、
四
ヶ
月
分
勘
定

帳
引
渡
し
串
似
、
迎
上
銀
之
義
は
別
紙
H
録
を
以
て
か
渡
し
申
仮
』

家
竹
や
船
作
の
時
に
も

1
方
間
屋
が
竹
木
を
改
め
た
ら
し
い
。

「
一
、
家

作
並
船
作
巾
仕
候
節
は
、
竹
木
等
山
ガ
間
屋
相
改
之
上
猶
又
町
役
人
吟
味

仕
、
山
方
抑
役
人
之
情
付
差
上
甲
似
』
と
あ
る
。
3

宜
延
三
年
富
岡
町
明
細
帳
）
他

所
の
も
の
が
祈
を
調
べ
に
来
た
時
は
山
方
間
屋
が
山
方
役
に
注
意
を
し
、

連
じ
銀
を
取
セ
て
さ
せ
た
。
-
〔
9

1

大明一
1

一
年
十
月
、
山
方
役
御
條
目
，
’

天
草
に
於
て
は
間
屋
は
翡
櫂
あ
る
名
慇
の
地
位
を
占
め
て
い
た
ら
し

い
。
「
衣
服
語
事
質
索
倹
約
御
峠
付
宜
竺
に
『
大
庄
旱
家
宅
普
胡
之
儀
は
去

。

る
巾
年
申
渡
附
候
辿
普
睛
不
致
年
省
間
屋
た
り
と
も
欄
間
書
院
長
押
不
相

成
惣
て

H
れ
仮
材
木
相
用
申
間
敷
』
云
々
あ
る
の
で
も
、
箪
な
る
百
姓
と
は

そ
の

八
七

駿
立
一
件
）
と
あ
る
に
よ
り
、
村
方
間
犀
は
あ
る
い
は
山
方
間
岸
と
同
義
で

他
國
の
荷
由
が
入
津
し
た
場
合
に
は
背
、
土
は
＄
し
ず
め
、

絆
て
、
遠
見
番
所
ま
で
札
来
手
形
の
改
め
を
訪
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
移
入

し
交
易
す
べ
き
物
品
に
到
し
て
も
、
同
様
泊
間
屋
を
仲
介
と
し
て
、
そ
れ
に

若
干
の
口
錢
を
支
彿
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
）
間
屋
は
あ
る
意
昧
で
税
刷

の
事
務
を
一
部
朔
嘗
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
浦
間
屋
は
船
問
屋
と
も
、
船

宿
と
も
い
っ
た
如
く
で
あ
る
。
前
掲
の
寛
延
1

1

一
年
の
ー
富
叫
町
明
細
帳
」
に

ょ
つ
て
直
岡
に
於
け
る
油
間
屋
の
職
能
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。
旅
船
が
富

岡
湊
に
入
津
せ
る
時
は
浦
問
屋
に
上
り
、
閲
出
方
か
ら
遠
見
番
人
へ
往
来

手
形
を
持
｝
）
出
し
改
め
を
う
け
る
仕
糾
に
な
つ
て
い
た
。
即
も
『
一
、
旅

船
常
湊
へ
人
津
仕
、
町
方
に
而
交
齋
仕
候
得
ば
、
浦
間
屋
方
へ
揚
り
、
間

屋
方
よ
り
遠
見
御
岳
人
之
仕
来
手
形
致
持
参
御
改
を
咄
、
町
役
人
方
え
も

申
屑
交
賣
事
仕
申
候
』
と
あ
る
。
ま
た
破
船
の
時
に
も
浦
問
屋
が
一
ち
一

六、

、；ー
1-

］

廿

IIn

＇ 、、1

あ
っ
た
か
も
知
肛
な
い
。

消
間
堪
を

屋

と

船

布

ま
た
口
令
旱
郡
村
々
よ
り
出
似
竹
木
薪

0

0

0

0

 

具
外
止
方
御
娼
上
銀
取
扱
候
村
々
船
宿
之
儀
」
（
天
保
四
年
己
十
月
郡
中
雛
墨
曰
妍

あ
る
3

（
中
原
氏
古
湛
類
寃
木
山
文
書
）

間
屋
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

0

0

ー。

義
村
方
問
屋
年
奇
役
詞
罰
冨
閻
役
所
え
頒
出
似
様
糾
々
可
骰
申
淡
候
』
と

ー
延
享
六
年
丘
月
附
ー
に
て

油
問
屋
之

齢
別
さ
れ
る
身
八
JJ

を
得
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
〈
合
位
郡
史
料

浦
間
屋
に
つ
い
て
は
項
を
改
め
て
品
明
す
る
が
、

又
村
々
に
は

「
村
方

第
一
輯
・
、
四
一
八
頁
）

• 



砿
津
庄
屋
文
最
〉
は
こ
の
間
の
事
愉
と
繹
渦
を
逐
．
示
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ

に
よ
つ
て
大
様
を
窺
い
た
い
。
同
書
に
よ
れ
ば
富
岡
町
の
油
問
犀
は
寛
文

と

L
て
仰
付
い
＞
し
れ
た
も
の
で
あ
る
バ
）

一
醤
岡
町
船
布
一
件
苫
類
克
1

厄
来
こ
の
油
岡
犀
は
富
罰
に
於
て
は
、

町
庄
犀
•
町
年
奇
に
油
問
屋
株

と
あ
る
し

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

も
出
む
い
て
、
奔
走
し
た
如
＜
で
あ
る
。
即
ち
口
、
破
船

fi
之
節
は
遠

見
酢
人
町
役
人
油
間
犀
、
其
外
凡
々
之
者
大
皓
召
連
船
場
に
参
り
、
積
＂
何

並
船
か
す
筈
取
楊
仮
而
陣
役
所
に
向
注
進
中
卜
、

を
以
舶
即
力
え
和
戊
中
似
、

証
間
を
ー
た
わ
け
で
あ
る
J2

『
]
、

の
で
、

尤
几
節
働
候
も
の
は
沼
＂
何
吻
は
卜
歩
一
、

荷
物
は
廿
分
i

取
之
印
仮
n
]

と
あ
る
。

油
間
届
は
ま
た
米
相
場
に
も
刷
奥
し
た
。

米
相
場
付
四
生
に
弟
卜
甲
似
、

連
名
に
而
睾
卜
巾
仮
、

船
唄
中
之
吟
味
仕
灘
肱

瀧
肱
を

fi
成
し
て
、

、潟

破
船
難
破
の

尤
町
年
公
ヅ
圧
犀
油
間
屋
辿
名
仕
、

印
紙
．
二
枚
宛
相
添
四
季
改
月
苫
＼
申
似
、
外
に
卜
月
米
相
島
町
年
斉
三
人

印
紙
二
枚
沢
砂
し
と
あ
る
。
年
貞
米
其
他
晶
掛
物
を

石
代
銀
副
に
す
る
場
合
、
米
憤
の
公
追
恨
桔
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た

鉦
年
卜
月
に
市
場
の
相
場
仕
L

を
藤
府
に
弟
し
出
さ
せ
、

て
勘
定
rJr
が
穀
債
の
決
定
を

L
た
も
の
[
、
-
あ
る
。

油
間
届
は
＇
冨
岡
だ
け
で
は
な
く
、
各
津
各
油
に
あ
っ
た
如
く
、
船
間
屋
・

船
宿
と

L
て
議
國
か
い
来
た
創
船
の
机
平
nl

、

預
り
な
ど
を
職
務
と
し
た
〕

即
ち
＝吋

---→ 

ヽ

人
別
改
め
、

之
に
よ
っ

fl
来
手
形
の

他
國
よ
り
入
来
り
似
諸
側
船

は
其
虞
船
間
出
小
犀
年
天
四
汎
拓
之
内
立
會
柏
＂
何
物
哄
組
人
別
心
を
付
柑
改

面
巳
人
氾
留

1
は

11
来
手
形
几
炉
方
え
飢
り
置
罷
御
り
似
節
可
相
迦
事
』

（
享
和
．
尤
年
、
酉
、
油
方
掬
仕
置
五
人
組
板
犬
埠
郡
砂
濱
村
、
上
田
家
文
書
）

年
間
に
田
山
城
守
知
行
の
節
、
町
庄
屋
兵
右
衛
門
、
町
年
寄
安
兵
衛
雨
人

に
油
間
屋
株
を
仰
付
け
た
も
の
で
、
七
年
程
雨
人
が
間
屋
職
を
勤
め
て
来

た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
役
儀
の
妨
け
に
な
り
、
故
障
を
生
じ
た
か

ら
、
途
に
ド
間
屋
を
立
て
た
い
と
願
出
し
て
叶
可
＄
れ
た
。
か
く
て
大
問

呈
に
到
し
て
ド
間
犀
が
成
立
し
、
｛
員
際
の
こ
と
は
こ
の
下
間
屋
が
な
し
、

大
間
屋
は
下
間
垣
か
ら
『
品
負
銀
』
を
取
っ
て
い
た
。

所
が
代
官
竹
村
太
郎
左
衛
門
支
配
の
節
、
即
ち
賓
永
四
年
パ
月
か
ら
．
ト

問
届
が
四
人
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
こ
の
願
内
を
見
る
に
、
こ
れ
よ

り
先
、
下
問
屋
は
六
人
に
な
っ
て
い
た
が
、
三
人
病
死
し
、
茂
り
の
三
人
が

拾
ヶ
年
程
下
間
出
と
し
て
来
た
。
そ
の
中
長
右
衛
門
・
作
兵
衛
の
．
一
人
が

小
間
屋
と
し
て
あ
る
の
み
と
な
り
、
そ
れ
が
賓
水
四
年
八
月
に
七
郎
布
衛

門
•
藤
右
衛
門
を
加
え
、
四
人
と
な
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
際
こ
れ
を

願
出
し
て
い
る
の
は
、
富
岡
町
の
町
庄
屋
間
屋
株
忠
右
衛
門
、
町
年
畜
間
屋

株
安
兵
衛
の
雨
人
で
、
こ
の
雨
人
は
つ
ま
り
富
岡
町
の
大
間
届
株
た
っ
た

わ
け
で
あ
る
3

そ
の
云
う
所
を
間
く
に
、
そ
も
そ
も
冨
岡
町
に
秋
鮒
曲
が

あ
る
時
、
十
節
・
闊
か
き
州
に
仕
る
際
に
は
、
旅
人
は
申
す
に
及
ば
ず
、

地
方
の
的
人
か
ら
も
連
卜
銀
を
取
立
て
る
役
目
を
し
て
来
た
し
、
旅
船
が

、、

営
油
で
破
担
し
た
場
合
に
は
油
問
屋
が
立
會
い
、
柏
荷
物
船
か
す
等
取
揚

'
）

3

せ
、
吟
味
之
ヒ
其
様
子
御
公
像
え
山
上
面
人
よ
り
灘
朕
等
を
差
出
し
て

来
た
。
だ
か
ら
ド
間
屋
は
自
分
等
か
ら
申
附
け
る
椋
に
し
た
い
と
願
出
し

て
い
る
つ
つ
ま
り
下
問
屋
は
大
問
屋
の
下
訥
だ
っ
た
の
で
あ
る
、
大
問
屋
封

下
間
屋
の
闊
係
と
下
問
屋
の
役
割
は
次
の
條
項
に
よ
っ
て
察
す
る
こ
と
が

八
八



出
来
る
で
あ
ら
う
。

下
問
届
請
負
人

ド
間
屋
は
大
問
屋
か
ら
誌
叩
負
銀
を
支
彿
つ
て
、
下
受
け
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
下
間
届
に
不
埒
の
趣
あ
る
時
は
、
い
つ
に
て
も
間
届
職
を
引
き

と
る
こ
と
が
出
来
た
。
下
間
屋
の
役
割
は
更
に
多
方
面
に
わ
た
り
各
種
の

公
的
な
機
能
を
は
た
し
て
い
た
。
次
の
條
項
は
そ
の
職
能
を
明
示
し
て
い

る
で
あ
ら
う
。

『
一
、
唐
紅
毛
船
沖
中
逼
行
之
節
者
遠
見
御
番
人
衆
常
町
役
人
衆
え
下
問
屋
相
勤
居
餃
者
共

仁 J

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

富
岡
町
問
髭
様

親

類

受

人

匡

下
問
屋
よ
り
取
遣
候
害
附
左
之
通

一
札
之
事

一
、
御
公
儀
様
よ
り
常
々
被
仰
渡
候
御
法
度
之
旨
堅
相
守
lJ
可
申
事

一
、
旅
船
に
若
八
幡
荷
物
等
積
末
候
か
あ
や
し
き
者
乗
合
来
條
は
ば
早
速
可
許
出
事

一
、
旅
船
に
地
ド
よ
り
培
加
子
濯
可
申
候
由
に
候
は
ば
其
子
細
吟
味
仕
其
上
に
而
訴
川
御

差
圏
次
第
可
仕
事

一
、
旅
船
為
商
賣
常
泌
え
入
津
仕
拙
者
方
え
上
lJ
申
候
＾
バ
早
・
速
往
末
切
手
請
取
乗
組
人

藪
引
合
候
上
切
手
持
参
仕
御
改
を
請
可
申
事

一
、
地
ド
よ
り
旅
鮨
え
不
審
成
荷
物
等
秩
出
さ
せ
申
間
敷
若
し
隠
し
荷
物
等
稜
申
飲
俵
縦

藪
日
及
御
開
候
共
早
速
御
公
鏃
様
え
被
仰
上
何
分
に
も
可
被
仰
付
事

一
、
下
問
屋
諮
負
之
鍛
飾
々
御
定
之
通
無
滞
急
度
相
納
可
申
候
若
亦
不
届
に
被
思
召
飲
は

ば
下
問
屍
職
何
時
も
御
取
上
可
被
成
事

右
之
通
pJ
披
仰
渡
得
其
油
長
入
候
若
被
仰
之
超
相
背
候
は
ば
不
届
に
被
思
召
狛
又
諮
負
銀

不
納
仕
餃
は
ば
向
勝
手
次
第
下
問
屋
職
御
取
上
被
成
候
共
御
臨
ヶ
間
吸
儀
申
間
敷
為
後
日

一
札
伯
而
如
件

八
九

附
添
遠
見
御
香
所
え
相
談
居
申
飲

一
、
難
船
等
御
座
似
節
者
下
間
屋
相
勤
居
餃
も
の
其
場
所
え
昂
足
罷
出
枇
話
仕
候

1

、
嘗
湊
よ
り
出
船
不
相
成
様
被
仰
渡
餃
節
者
遠
見
御
番
人
衆
え

F
問
腔
相
勤
居
候
も
の
附

添
湊
中
え
出
張
船
相
勤
居
申
候

1

、
棠
旅
え
入
船
井
歩
商
人
共
荷
物
．
相
改
船
者
乗
組
等
下
間
屎
相
改
布
什
月
切
帳
ヲ
以
遠
見

御
番
方
え
屈
出
申
候

一
、
嘗
松
え
御
大
名
様
方
御
船
入
罪
に
相
成
若
日
懃
滞
船
に
相
成
候
節
各
賞
町
え
御
用
事
等

有
無
相
尋
候
様
被
仰
付
候
節
者
遠
見
御
番
人
衆
え
下
問
座
相
勤
居
も
り
附
節
相
勤

lll
候
巴

寛
延
―
―
―
年
の
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、

右
衛
門
・
安
三
郎
と
な
っ
て
い
る
。

類
寓
」

富
岡
の
油
間
屋
は
兵
左
衛
門
・
ニ
郎

し
か
も
前
褐
の
一
冨
岡
町
船
術
一
件
害

に
よ
れ
ば
、
町
年
寄
安
次
郎
下
の
下
間
屋
一
一
州
、
市
郎
左
衛
門
下
問

屋
二
軒
で
あ
っ
た
が
、
安
次
郎
下
間
屋
一
軒
が
休
み
と
な
り
、
入
明
年
巾
に

は
三
人
で
あ
っ
た
と
誌
-
3

れ
て
い
る
。
所
が
天
明
三
年
正
月
に
な
り
富
岡

町
山
方
役
江
間
圃
作
の
家
内
方
兵
衛
名
面
を
以
て
、
浦
問
屋
を
一
軒
立
て

た
い
と
の
胆
い
で
が
な
忘
れ
た
。
町
年
奇
安
次
郎
、
町
庄
屋
市
郎
左
衛
門
は

こ
れ
に
蜀
し
、
不
平
を
な
ら
し
た
が
、
結
局
安
次
郎
の
ド
間
屋
が
壼
軒
休
に

な
っ
て
い
る
の
を
談
合
に
よ
つ
て
、
今
後
は
江
間
劇
作
請
持
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
落
着
し
た
。
こ
の
こ
と
を
山
方
役
江
川
左
兵
衛
の
願
出
に
よ
っ

て
手
先
吉
兵
衛
が
下
問
屋
と
な
っ
た
と
す
る
説
も
あ
ろ
(
)
（
天
草
近
代
年
贋
ニ

0
九
頁
）
そ
の
後
も
浦
問
屋
（
大
間
屋
）
・
ド
間
国
に
つ
い
て
は
泊
長
あ
り
し

如
く
、
例
え
ば
天
保
五
年
頃
の
淵
間
屋
株
は
町
庄
屋
荒
木
市
蔵
、
町
年
寄

岡
部
安
兵
衛
が
も
つ
て
い
る
。
恰
も
岡
部
安
に
ハ
衛
の
下
間
唱
は
大
坂
屋
禰

四
郎
で
あ
っ
た
が
、
天
保
丘
年
に
大
坂
屋
猛
熊
に
代
つ
て
い
る
。
又
天
保

十
四
年
に
は
大
坂
屋
猛
熊
が
病
身
に
つ
き
、
永
田
居
父
左
衛
門
が
船
宿
を



屋
・
年
脊
・
間
屋
に
差
出
し
て
破
船
を
晶
定
-
3

れ、

飩
國
す
る
こ
と
も
あ
っ

作
成
は
表
向
者
に
な
る
り
で
、

箪
に
一
芦
卜
申
／
札
之
市
e

位
の
文
占
を
庄
且
つ
郡
内
消
費
の
余
荷
は
代
銀
に
て
年
々
會
所
こ
會
所
は
郡
會
所
で
あ
ら
う
〉
に

本
稿
が
長
文
に
な
る
か
ら
別
の
機
會
に
填
る
こ
と
に
し
た
。
:
灘
証
文
ー
の

版
貢
す
る
余
地
な
か
ら

こ
め
た
も
の
で
、

株
元
は
大
々
辿
卜
を
上
納
し
、

を
骰
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
っ
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
と
附
山
心
う
が
、
余
り
に

ら
し
め
、

几
闊
抜
仕
入
い
等
り
手
設
に
よ
り
、

不
正
高
位
り
物
品
を
取
次

即
ち
語
色
大
間
口
[
ぱ
製
造
尤
ょ
り
直
什
入
し
一
エ
郡
巾

D
小
臼
如
未
に
泊
貨

う
け
て
趾
る
こ
と
に
な
る
が
、

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

油
間
屋
（
船
間
屋
・
船
宿
）
は
各
地
・
各
津
・
各
油
に
存
在
し
て
い
た
。
例
え

ど
こ
に
於
て
も
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
が
、
各
地
の
油
間
屋
が
同
様

な
る
職
能
を
栄
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
帷
く
な
い
。
牛
深
．
崎
津
・

の
が
常
で
あ
っ
た
）

こ
う
し
た
場
合
に
は
：
謬
欣
を
作
成
す
る

私
は
閏
出
村
庄
，
〔
文
11

げ
中
し
こ
の
餘
な
口
庫
欣
，
ー
敷
逍

出
・
間
旱
に
旧
け
い
で
、

そ
れ
よ
り
破
舶
事
情
り
認
定
を
う
け
、

証
明
を

流
失
物
・
取
揚
物
り
品
目
を
詳
し
く
冽
記
し
て
破
舶
島
所
い
大
圧
屋
・
応

と
が
あ
っ
た
:
小
主
・
舶
山
は
破
い
・
仇
破
の
出
情
・
細
過
を
詳
し
く
記
し
、

叩
間
出
り
任
務
の
一
つ
に
破
舶
の
時
に
、
祠
々
荊
旋
し
、
旧
千
叩
を
ぃ
：
く
こ

ハ
ー
＝
ご
七
頁
参
照
）

一
人
づ
つ
廻
泊
し
た
條
た
J

;
島
原
掏
化
釦
之
顧
忠
唸
＂
犬
珀
郡
史
料
第
一
輯
、

の
中
一
心
番
人
と
共
に
立
會
粗
処
つ
た
し
、

舶
沖
で
は
迫
見
番
と
開
届
と
が

に
詳
し
い
出
俎
り
に
つ
い
て
は
、
干
深
に
て
は
間
旱
・
庄
呈
・
乍
寄
・
れ
指
と
し
た
。

の
場
合
の
間
屋
の
役
割
に
つ
い
て
は
了
迫
見
番
人
地
船
旅
船
出
入
改
之
事
」

富
岡
に
て
は
遠
見
暦
人
が
い
て
、
地
船
・
旅
船
の
出
入
を
改
め
〗
l

い
た
。
(._ 

富
岡
町
の
如
く
大
間
屋
が
あ
り
＼

こ
れ
か
ら
請
負
ぇ
る
下
間
屋
の
刷
係
が

ば
大
江
村
に
も
崎
津
に
も
牛
深
に
も
こ
れ
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

勿
論

願
出
で
、
計
さ
れ
て
い
る
。
（
寮
岡
町
船
狙
一
件
書
類
宴
）

た
様
で
あ
る
。

憤
に
賣
附
け
る
告
、
眼
に
余
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
が
救
仕
法

と
し
て
諸
色
大
間
玉
株
を
設
定
、
郡
巾
四
十
名
の
銀
、
じ
を
し
て
刷
氏
は
し

め
た
。
文
政
四
年
ヒ
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
真
施
は
Ji
年
正
月
よ
り
―

常
郡
中
諸
色
賣
買
い
た
し
似
7
}

の
共
次
第
に
人
氣
熟
敷
和
成
他
國
訓
隊
之
も
の
共
と
組
合

似
せ
物
又
は
格
別
之
品
合
劣
候
ら
の
も
在
乙
愚
昧
之
面
如
ど
：
；
を
だ
ま
し
邸
直
に
ぃ
買
附
た

し
巾
飲
付
難
拾
置
段
も
相
間
組
々
役
人
共
よ
り
巾
立
似
｀
囚
ら
有
ぷ
似
に
付
今
般
郡
中
救
と

し
て
諸
色
引
訥
大
問
屋
株
取
槌
右
間
辰
共
鼠
は
諸
色
尤
よ
り
直
仕
入
い
た
し
郡
中
小
↑
買
致

米
飲
も
の
共
は
右
問
届
よ
り

IE
路
j

言
E

々
詰
嚢
い
た
し
似
栓
什
法
粗
立
尤
林
元
之
も
の
共

は
そ
れ
ぞ
れ
蓮
上
銀
姜
上
似
上
、
郡
中
入
用
之
余
何
銀
平
々
曾
所
え
祖
納
肌
筈
に
決
低

條
、
末
午
正
月
よ
り
是
迄
店
滋
小
匹
只
い
た
し
餃
も
心
北
は
右
引
語
間
屋
共
よ
汀
ii

咆
買
政
他

よ
り
抜
仕
入
之
義
一
切
仕
間
敷
似
向
此
上
と
も
胡
硯
レ
戸
い
い
た
し
候
も
っ
灼
は
人
々
引
芝

問
届
よ

n
収
上
似
筈
に
付
村
役
之
も
の
共
は
船
の
出
入
を
も
符
と
桐
改
救
仕
法
之
涌
可
相

守
飲

納
附
す
べ
く
、
竹
し
令
後
な
お
不
正
品
を
取
扱
う
行
を
疲
見
せ
ば
、
大
々

の
も
の
と
共
謀
し
、

似
物
又
は
劣
等
品
を
以
て
愚
昧
の
TH
姓
を
歎
き
、
高

天
草
郡
内
の
語
色
祉
貰
小
心
Ll

話
一
団
の
人
氣
次
第
に
忠
放
な
り
、

七、

諸
色
人
間
因
と
諮
色
晶
直

九

0

他
國
胡
胤



引
諭
問
屋
か
ら
、
こ
れ
を
取
上
ぐ
る
約
定
だ
っ
た
の
で
あ
る
尺
文
政
五
年
辰
己

午―
-1
ヶ
年
御
鰈
碁
留
帳
午
十
1

一
月
高
濱
村
）
（
上
田
家
文
壽
）

一
、
他
國
虻
引
請

1

、

弓

弦

引

諮

一
、
馬
尻
掛
尻
具
引
請

，
一
、
綿
香
引
請

一
、
貿
薬
引
請

一
、
形
紙
引
記

一
、
膳
椀
引
請

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

ー
哨
d-1" 

1

、
由
侑

-
i
r
 

1

、

綿

引

請

一

、

芋

引

請

一

、

紙

引

請

一
、
哭
服
引
請

一
、
鐵
物
引
請

r r r / ^ ^  ^へ r / r r rへr r ^ 
志壼貨高宮町上同御町佐同上木同同町
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'--'幸伊宇屋屋足 屋屋山展山
國板 武 消

民坂
之之兵右種林 勝右洞吉洞
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而
し
て
引
睛
の
諸
色
大
問
屋
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

兵
（
御
領
大
島
）

ぶ
m

岡
町
）

こ
御
領
大
島
）
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志
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御
・
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同
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大
島
子
）

（

同
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（

御

領

）

九

蓋
岡
町
年
寄
）
裔
岨
庫
左
衛
門
（
志
岐
組
大
庄
屋
見
習
）

（
下
河
内
[
)

（

大

餡

）
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御

飢

）

0

同

）
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}
町
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同
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廣
瀬
村
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登
立
．
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宿
岡
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檜

郎

政

郎
他

助
メ

十

二

人
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一

郎

助

太

郎

誠

五

郎

賑

七

辰

蔵
伊

助

常

左

衛

門

徳

助

/

九

人

（

上

．

村

）

仁

兵

衛

（
釦

E
村

）

田

丸

屋

虎

四

郎

(
I
n
l
)

筑

後

屋

煎

四

郎

是
は
諮
人
郡
中
に
有
之
候

こ
れ
に
封
し
『
右
之
通
候
條
来
年
の
正
月
よ
り
仕
入
方
無
差
支
様
致
手

嘗
抜
仕
入
又
は
他
國
よ
り
抜
叫
只
手
引
之
も
の
有
之
候
は
ば
夫
々
株
元
よ
り

見
常
り
次
第
取

t
取
斗
諸
色
取
締
掛
之
も
の
へ
申
出
取
極
PJ
致
候
』
と
あ

る
。
而
し
て
右
の
取
締
役
と
し
て
村
役
人
中
十
三
名
を
任
命
し
、
他
國
出

入
の
船
改
め
を
厳
に
、
抜
け
仕
入
を
取
締
る
一
方
、
大
問
屋
の
仕
人
販
貸

を
監
視
せ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
取
締
役
に
は
一
名
営
り
銀
．
一
貞
目

の
年
俸
を
支
給
し
た
。
取
締
役
と
な
っ
た
の
は
次
の
人
々
で
あ
っ
た
。

（
御
鱗
書
留
帳
上
田
家
文
書
）

一
．
牛

馬

皮

一

、

出

馬

改

一

、

太

物

引

請

1

、
蝋
燭
髪
附
引
紺

（
牛
深
村
）

（
井
手
村
）

（

上

村

）

太太



（
今
富
村
庄
屋
）

年
深
村
庄
屋
）
長
岡
嘉
七
郎
（
町
山
口
村
庄
屋
）
大
谷
小
十
郎
（
栖
本
組
大
庄
辰
）

小

崎

六

郎

左

衛

門

（

上

津

浦

村

庄

屋

）

脇

山

守

右

衛

門

（

湯

船

原

村

庄

屋

）

猪

原

勘
兵
衛
（
大
矢
野
村
大
庄
屋
）
吉
田
長
平
（
砥
岐
組
大
庄
屋
）
藤
田
左
仲
太
（
御
領
組

大
庄
屋
見
習
）
長
岡
五
郎
三
郎
（
井
手
組
大
庄
屋
）
長
島
宇
源
太

か
く
て
座
の
組
織
が
出
来
『
座
物
』
と
し
て
問
屋
・
弓
絃
・
薬
・
死
牛
馬
・
線

香
•
取
紙
・
呉
服
・
蠍
類
が
定
め
ら
れ
た
。
而
し
て
諸
座
あ
る
諸
色
は
「
一
商

札
」
な
く
て
は
賣
買
を
許
＄
れ
な
く
な
っ
た
。
「
一
、
何
事
に
よ
ら
ず
諸
座

有
之
諸
色
之
儀
商
札
無
之
賣
買
に
お
い
て
は
其
品
取
揚

51
諧
座
え
相
渡
し

可
申
事
。
但
是
迄
稼
い
た
し
来
候
も
の
は
睛
座
手
先
に
相
成
會
所
よ
り
睛

座
に
渡
置
候
商
札
睛
渡
世
可
致
候
」
と
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
ま
で
郡
内
に

あ
っ
た
店
の
賣
残
b
太
物
を
取
調
べ
た
。
そ
し
て
他
國
よ
り
密
々
に
仕
入

し
た
も
の
は
取
揚
、
株
元
へ
渡
し
た
。
綿
・
芋
・
紙
・
弓
絃
・
線
香
・
藍
玉
・
膳

椀
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
油
も
他
國
か
ら
の
仕
入
は
其
株
の
外
は

相
成
ら
ざ
る
定
で
あ
っ
た
。
営
郡
の
賄
人
は

r他
國
よ
り
白
木
綿
は
勿
論

郡
内
に
出
来
候
も
の
た
り
共
賣
買
不
相
成
尤
太
物
座
よ
り
受
買
可
致

事
」
と
な
っ
て
い
た
。
『
紺
屋
よ
り
染
出
候
形
附
木
綿
の
儀
は
太
物
座
よ

り
受
込
賣
可
申
事
」
と
な
つ
て
い
た
。
而
し
て
『
何
れ
の
株
よ
り
も
合
印

村
々
役
宅
江
差
出
置
存
合
印
を
以
引
合
改
可
申
事
』
と
あ
る
。
株
睛
の
も

の
は
月
々
組
元
え
賣
出
直
段
を
屑
け
い
で
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

留
帳
、
上
田
家
文
書
）

1

、
右
株
請
之
も
の
共
何
品
に
不
限
高
値
に
賣
候
段
不
相
成
賣
出
直
段
月
々
組
元
え
相
届

平
井
逹
治 天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

上
田
順
一
郎
（
一
．
町
田
組
大
庄
屋
）

（
御
鯛
書

野

田

藤

九

郎

（
御
鯛
書

夫
よ
り
會
所
へ
届
之
上
御
役
所
え
書
附
差
上
可
申
万
1

高
直
賣
候
も
の
は
御
役
所
御
伺
の

上
其
株
座
取
揚
外
人
よ
り
差
替
可
申
候
右
株
座
よ
り
手
先
の
も
の
え
商
札
相
渡
可
申
事

か
く
諸
株
諸
座
あ
る
も
の
は
「
他
國
・
地
國
に
て
も
其
商
賣
市
中
い
た
し

候
も
の
は
夫
々
請
座
布
簾
下
に
』
成
っ
た
。
諧
座
の
も
の
は
上
に
封
し
て

も
『
役
銀
』
を
上
納
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
上
郡
中
へ
も
『
助
成
銀
」
を
差
出

＄
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
而
し
て
澗
ロ
一
間
に
銀
二
匁
宛
を
と
っ
た
が
、

こ
の
外
に
は
役
銀
は
な
い
定
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
市
場
」
は
町
山
口
•
上

津
浦
・
湯
舟
原
の
三
ヶ
村
に
限
り
、
外
村
に
は
許
さ
ず
、
市
立
の
た
め
他

國
商
人
の
入
込
む
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
市
場
に
鶉
し
、
村
方
か
ら
色
々

の
名
目
を
も
つ
て
出
錢
を
申
付
て
い
る
様
で
あ
る
が
、
株
座
が
あ
る
以
上

は
掛
錢
は
よ
く
な
い
。
た
ゞ
見
世
間
口
壷
間
に
付
銀
二
匁
宛
、
三
間
な
れ

ば
六
匁
、
日
敷
三
日
な
れ
ば
、
合
せ
て
拾
八
匁
位
の
も
の
は
可
と
し
た
。
株

座
の
極
ま
っ
た
分
は
、
そ
の
「
布
簾
下
』
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

「
布
簾
下
」
と
の
下
札
を
い
た
し
て
商
賣
を
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

留
帳
、
上
田
家
文
書
）

か
く
の
如
く
、
例
え
ば
太
物
に
つ
い
て
も
株
制
が
出
来
た
が
、
こ
れ
ま
で

村
々
に
於
て
織
替
木
緬
と
稲
し
、
綿
着
を
以
て
織
立
て
、
多
人
敷
渡
世
を
な

し
つ
つ
あ
っ
た
の
が
、
い
ま
や
郡
中
太
物
仕
人
元
に
引
合
わ
ざ
る
の
故
を

以
て
之
れ
の
睛
取
手
が
な
く
、
遂
に
寡
婦
孤
獨
に
至
る
ま
で
難
儀
に
及

ん
だ
、
そ
こ
で
織
替
木
韻
に
限
り
、
特
に
従
来
の
如
く
四
買
自
由
た
る
ぺ
し

と
文
政
五
年
七
月
に
逹
し
た
。
か
く
の
如
く
株
制
を
設
け
、
諸
色
大
問
屋
を

定
め
た
に
拘
ら
ず
、
諸
色
高
直
は
や
ま
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
文
政
五
年
八
月

九



1

1

＋
几
H
富
岡
役
所
よ
り
郡
中
に
令
し
て
諸
色
尚
値
を
戒
し
め
て
い
る
。

即
ち
一
、
蛾
燭
卸
小
晋
共
、
諸
國
相
場
よ
り
格
別
に
高
直
で
あ
る
。
一
、

燈
油
卸
小
賢
共
、
同
断
で
あ
る
、
一
紙
類
値
段
は
宜
敷
も
、
品
質
は
格
別

に
劣
る
。
一
、
鐵
物
仕
入
は
不
足
で
あ
る
。
一
、
木
具
類
直
段
少
々
高

竺
。
か
く
て
芸
品
の
債
格
が
不
相
嘗
に
高
債
で
あ
つ
て
、
中
で
も
蛾
燭
燈

油
は
特
に
暴
利
を
貪
り
居
る
様
で
あ
る
か
ら
、
早
々
各
大
問
屋
に
命
じ
、
一

々
直
段
附
を
差
出
す
べ
し
と
逹
し
た
。
（
天
草
近
代
年
譜
、
一
1
一
芽
八
、
一
―
―
五
九
頁
）

次
い
で
文
政
六
年
四
月
四
日
に
も
郡
中
に
諸
色
抜
賣
密
買
の
こ
と
を
禁

制
す
る
に
至
っ
た
。
即
ち
一
昨
年
、
文
政
四
己
年
よ
り
郡
中
に
「
諸
色
大

問
屋
」
株
を
取
極
め
、
そ
の
運
上
を
以
て
郡
入
用
費
に
充
嘗
す
べ
き
助
成

法
を
創
始
し
た
が
、
村
と
庄
屋
並
び
に
重
立
つ
者
共
が
自
家
用
と
稲
し

て
、
郡
内
商
店
外
よ
り
勝
手
に
買
入
れ
る
た
め
に
、
助
成
の
本
旨
は
殆
ん
ど

没
却
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
殊
に
一
昨
巳
年
以
来
臨
時
費
を
要
す
る
こ
と
の
み

多
く
、
去
午
年
に
於
て
積
り
て
凡
そ
銀
二
十
貰
目
の
不
足
を
生
じ
た
か
ら

臨
時
割
に
及
ぶ
の
外
が
な
い
。
然
る
に
昨
冬
よ
り
今
春
に
か
け
て
の
牛
深

村
に
於
け
る
唐
船
難
破
事
件
諸
入
用
又
巨
額
に
上
り
、
到
底
右
助
成
銀
に

て
は
支
桝
せ
ら
る
ぺ
く
も
な
い
。
か
く
て
別
途
郡
割
嘗
掛
け
に
撮
ら
ざ
る

可
か
ら
ず
、
ご
れ
ど
其
の
額
は
一
ケ
年
の
貢
銀
以
上
に
逹
し
、
細
民
の
因

窮
察
す
る
に
余
り
あ
る
が
故
に
、
右
助
成
銀
を
以
て
敷
ヶ
年
に
割
合
い
、

小
前
に
は
一
錢
も
割
掛
け
ざ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
庄
屋
並
に

甫

t
つ
者
共
は
能
く
こ
の
意
を
体
し
、
自
今
自
家
用
等
と
唱
え
、
抜
買
密
買

を
せ
ざ
る
榛
に
し
、
一
々
最
宿
り
の
1
商
店
よ
り
買
入
る
べ
く
、
商
店
は
又
必

天
頷
天
草
の
商
業
と
問
屋

九

ら
ず
大
問
屋
よ
り
仕
入
れ
る
べ
し
と
逹
し
た
。

文
政
四
己
年
八
月
以
来
郡
内
産
馬
の
他
國
移
出
は
大
矢
野
上
村
松
兵
衛

を
郡
中
穂
問
屋
と
し
、
出
馬
改
め
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
穂
べ
て
上
村
松
兵

衛
の
切
手
印
鑑
所
持
者
に
限
り
賣
買
を
許
す
こ
と
と
し
、
馬
l

頭
に
附
丁
錢

二
百
文
宛
の
問
屋
切
手
料
を
徽
せ
し
め
た
の
に
、
近
年
抜
賣
買
多
き
た
め

か
、
運
上
の
上
り
方
が
少
い
か
ら
、
改
め
て
一
組
一
人
苑
の
出
馬
掛
り
惣
問

屋
を
撰
定
、
ニ
ケ
年
の
任
期
と
し
、
更
に
大
矢
野
組
大
庄
屋
吉
田
長
平
を
穂

取
締
に
任
じ
て
、
こ
れ
等
を
監
せ
し
め
た
。
（
天
草
近
代
年
譜
‘
1
1
H

＾111、三六四頁）

文
政
七
年
一
月
七
H
に
至
り
文
政
四
己
年
以
来
試
行
し
来
っ
た
特
許
制
の

諸
色
賣
座
に
付
、
其
撤
塵
又
は
存
績
方
を
令
逹
し
た
。
即
ち
綿
・
太
物
・

芋
・
鐵
・
紙
・
油
・
藍
・
木
具
・
賣
馬
の
如
き
も
の
は
、
「
賣
座
」
に
す
る
と
小
前

の
者
は
却
つ
て
難
澁
を
来
す
如
く
で
あ
る
。
そ
こ
で
既
に
試
行
年
限
も
過

ぎ
た
か
ら
、
従
前
通
り
自
由
賣
買
を
差
許
し
た
。
し
か
し
郡
中
不
締
に
な

る
こ
と
故
、
他
國
商
人
の
入
郡
は
依
然
禁
止
で
あ
っ
た
。
次
に
線
香
・
呉

服
・
蠍
類
・
死
牛
馬
の
商
品
は
、
不
正
商
人
が
郡
内
の
悪
黛
共
と
結
托
抜
賣

を
な
す
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
、
依
然
と
し
て
特
許
販
賣
制
を
存
績
し
た
、

そ
し
て
賣
座
以
外
か
ら
は
絶
封
に
買
入
る
べ
か
ら
ず
と
し
た
。
（
天
草
近
代

年譜、一1Ĥ
11一貞）

要
す
る
に
諸
色
高
値
を
抑
懸
し
、
公
正
な
る
債
格
と
圃
滑
な
る
配
給
を

目
ざ
し
、
且
つ
運
上
を
得

A
と
の
目
的
よ
り
出
で
て
特
許
し
た
『
諸
色
大

問
屋
株
』
・
「
賣
座
」
の
制
度
で
あ
っ
た
が
、
必
ら
ず
し
も
成
功
せ
ず
、
早
く

も
畷
止
へ
の
傾
向
が
現
わ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
か
く

（
天
草
近
代
年
譜
‘
-
―
―
六
一
＝
頁
）



て
文
政
七
年
一
月
―
-
＋
五

H
に
至

b
、
郡
中
諸
色
大
問
屋
株
は
既
に
試
瞼

的
な
年
限
ニ
ケ
年
を
経
過
し
た
か
ら
、
一
切
啜
絶
す
る
こ
と
に
し
た
。
か

く
て
今
後
諸
物
品
の
臼
買
は
自
由
勝
手
と
な
っ
た
。
就
て
は
過
去
三
ヶ
年

間
大
問
屋
よ
り
敷
賣
と
し
て
借
用
し
来
れ
る
分
は
、
こ
の
際
至
急
返
清
方

を
村
役
人
よ
り
世
話
す
べ
く
、
も
し
返
清
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
ば
、
直
ち
に

役

所

へ

屑

け

い

．

で

よ

と

逹

し

た

。

．

か
く
て
諸
色
大
問
屋
は
僅
か
三
ケ
年
存
績
し
た
の
み
で
、
そ
の
成
果
を

畢
げ
得
ず
魔
絶
し
た
の
で
あ
っ
た
。

八
、
船
問
屋
の
泊
長
と
産
物
方
改
成
所

諸
色
大
問
屋
は
敷
年
間
存
績
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
船
問
屋
・
浦
問
屋

の
方
は
一
種
の
株
制
を
も
つ
て
存
績
し
つ
づ
け
た
ら
し
い
。
富
岡
町
に

於
け
る
大
問
屋
と
下
問
屋
と
の
闊
係
は
、
か
く
て
天
保
頃
ま
で
績
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
（
富
岡
町
船
宿
一
件
害
類
篇
）

し
か
も
牛
深
村
に
於
て
は
問
屋
役
に
醐
し
、
差
継
れ
が
嘉
永
七
年
八
月

に
起
つ
て
い
る
。
同
村
下
問
屋
穂
代
鹿
蔵
・
千
兵
衛
等
は
年
寄
を
伴
い
出

岡
、
願
内
を
も
つ
て
正
式
に
陳
訴
に
及
ん
だ
。
即
ち
先
年
浦
問
屋
畷
止
以

来
、
賞
郡
は
穂
べ
て
山
方
問
屋
の
み
に
て
、
そ
の
問
屋
も
庄
屋
役
所
に

し
、
村
一
統
が
其
の
下
問
屋
と
な
り
、
山
方
巡
上
を
以
て
、
惣
村
中
よ
り
出

錢
、
庄
屋
は
こ
れ
を
山
方
掛
り
役
筋
へ
上
納
の
仕
来
り
な
る
に
、
是
節
恒

七
・
几
八
郎
・
次
郎
兵
衛
・
金
兵
衛
・
倉
右
衛
門
五
人
の
者
、
牛
深
雨
番
所
へ

取
人
り
、
新
た
に
船
問
屋
を
命
也
ら
れ
、
問
屋
諸
眉
伺
向
一
切
は
同
人
等

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

が
取
締
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
是
迄
の
下
問
屋
は
全
く
不
要
と
な
り
、

村
一
統
の
難
澁
勘
な
か
ら
ず
、
早
々
船
問
屋
を
差
止
め
、
従
前
通
り
の
仕

来
り
に
復
せ
し
め
ち
れ
た
し
と
い
う
に
あ
っ
た
。
こ
の
牛
深
村
問
屋
の
件

は
愈
々
も
つ
れ
、
果
て
は
混
槻
と
な
り
、
村
中
申
合
、
＇
て
船
問
屋
五
人
の

者
へ
は
一
切
取
引
せ
ざ
る
べ
く
、
目
制
不
賣
を
盟
約
せ
し
め
る
に
至
っ

た
。
而
し
て
違
反
者
が
出
る
と
直
ち
に
多
敷
の
村
民
が
同
人
方
へ
押
し
か

け
、
難
詰
強
談
、
即
刻
差
止
め
吝
せ
る
仕
来
り
で
あ
り
、
二
十
人
―
―
-
＋
人
の

暴
民
が
群
れ
立
つ
て
村
内
を
押
し
廻
る
騒
ぎ
で
あ
っ
た
Q

そ
こ
で
牛
深
村

の
船
問
屋
九
八
郎
外
四
人
の
者
は
、
千
兵
衛
外
六
十
人
の
村
民
を
相
手
取

り
、
管
業
妨
害
の
條
を
苦
き
つ
ら
ね
、
直
岡
役
所
へ
出
訴
す
る
に
至
っ

た
。
こ
の
紛
争
は
四
年
越
し
に
つ
ゞ
い
た
が
、
嘉
永
四
年
七
月
に
漸
く
双
方

の
間
に
和
談
を
生
じ
、
出
訴
願
下
げ
と
な
っ
た
、
（
天
草
近
代
年
譜
、
竺

0
、

五
1
1
、五――
1
0
頁
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
油
問
屋
は
廣
止
さ
れ
、
嘉
永
頃
に
は
山

方
問
屋
の
み
と
な
つ
て
い
た
様
で
も
あ
る
。
し
か
し
別
に
船
問
屋
が
出
来

て
紛
争
を
起
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
事
情
か
ヽ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
慶
應

年
間
に
至
り
、
郡
中
浦
々
に
『
産
物
方
改
成
所
』
な
る
も
の
が
新
設
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
即
ち
慶
應
1

一
年
―
―
一
月
「
産
物
方
改
成
所
」
を
新
設
し
、
船
問
屋

出
入
の
津
出
し
、
積
入
れ
を
監
視
す
る
と
共
に
、
そ
れ
自
膿
と
し
て
も
亦
買

入
れ
、
彿
出
し
の
賓
務
に
も
嘗
ら
し
め
て
い
る
。
船
問
屋
と
相
封
ず
く
に
賣

買
の
分
は
、
一
々
改
成
所
に
阻
出
で
、
改
方
印
鑑
を
睛
け
し
む
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
浦
々
船
場
改
成
所
の
取
開
き
に
つ
い
て
は
、
村
々
船
問
屋
穂

代
を
役
所
に
呼
び
よ
せ
、
心
得
向
を
篤
と
相
逹
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し

九
四



か
し
村
に
ょ
つ
て
は
船
宿
連
が
趣
意
違
い
を
な
し
、
問
屋
共
取
り
来
り
の

口
錢
外
に
少
々
苑
、
改
成
所
へ
も
徽
せ
ら
る
る
を
以
て
、
口
錢
が
引
上
が
る

か
の
如
く
い
い
陶
ら
し
、
諸
而
人
布
も
進
退
振
り
危
ぶ
み
、
迷
戚
に
及
ひ
居

る
趣
で
あ
っ
た
か
ら
、
改
め
て
慶
應
ー
一
一
年
四
月
卜
五

H
に
、
追
て
確
た
る
仕

法

t
て
あ
る
ま
で
、

郡
赤
内
、
出
品
、
砂
糖
、
櫨
の
頁
、
他
國
買
入
品
、
旅
酒
に

限
り
郎
鑑
を
要
ー
、
他
の
語
・
泥
物
出
入
は
総
べ
て
是
迄
辿
り
、
無
鑑
札
の
取

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

引
差
支
え
な
し
と
逹
す
る
に
至
っ
た
。

九
五

以
上
本
稿
は
昭
和
二
十
六
年
八
月
天
草
島
を
一
周
し
、
各
地
に
於
て
偶
目
せ
る
史
料
を
根

採
に
し
て
、
天
領
天
草
に
於
け
る
穂
川
期
胸
業
の
大
様
を
、
と
り
わ
け
問
足
を
中
心
に
し
て

解
明
せ
ん
と
せ
る
も
の
で
あ
る
。
文
部
省
人
文
科
學
研
究
費
の
補
助
金
に
よ
り
研
究
せ
る
も

の
の
一
部
で
あ
る
。
末
筆
な
が
ら
郷
土
史
家
松
田
唯
雄
氏
の
御
数
示
を
深
謝
し
、
史
料
の
披

見
、
閾
寛
、
借
用
を
許
さ
れ
た
る
木
山
惟
重
氏
、
上
田
元
彦
氏
、
尾
上
正
彦
氏
に
到
し
謝
意

を

表

し

た

い

。

（

昭

和

二

十

六

年

八

月

末

日

稿

）

ュ
天
草
近
代
年
諮

1

ハ
ニ
九
、
六
―
―

1
0
頁
）




